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§

塾

、、
μ
O
お

噂
署

●

一
・μ
①
●

一
九
七
八
年
の
は
じ
め
、
友
人
饒
宗
願

(掛
o
日
。。8
σq
・愚
)
が

パ
リ

(と
ロ
ン
ド
ン
)
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
文
書
の
挿
画
を
も
と

に
し
て
、

『敦
煙
白
画
』
と
題
す
る
労
作
を
極
東

フ
ラ
ン
ス
語
学

校
か
ら
発
表
し
た
。
こ
の
付
論
で
、
わ
た
く
し
は
チ
ベ
ッ
ト
、
中

国
北
西
部
の
仏
画
像
に
登
場
す
る
「
〔菩
提
〕
達
摩
多
羅
」
(
〔じd
o
侮
ぼ
〕

1
穿
碧
旨
舞
鼠

〔け蝉〕
)
と
い
う
、
輪
切
り
に
し
て
二
つ
の
単
語
を

継
ぎ
合
わ
せ
た
名
前
を
有
す
る
興
味
深
い
人
物
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
た
が
、
こ
の
人
物
は
、
中
国
に
経
典
を
運
ぶ
た
め
の
重
ね
棚

を
背
負
う
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
形
相
を
し
た
行
脚
僧
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
こ
の
不
思
議
な
名
前
が
イ
ン

ド
の
十
六
羅
漢
に
付
け
加
え
ら
れ
た
二
人
の
羅
漢

の
内

の

一
人
に

当
て
ら
れ
て
い
る
。
も
う

一
人
の
十
八
番
目

の
羅
漢
は

「
和
尚
」

(
窪

争
旨
蒜
)
、

「
摩

詞

衡

師

」

(
日
巴
窪
o

ζ

9
げ
91
団
鋤
昌
蟄
)
、

チ

ベ

ッ
ト
語
で

「
マ
ハ
エ
ン
」
(ζ
㌣
冨

-団
碧
)
と
呼
ば
れ
る
敦
煙
出
身

の
中
国
僧
の
こ
と
で
あ
り
、
摩
詞
衡
は
、
禅

宗
と
い
う
シ
ナ
仏
教

(H①
ぴ
O
口
似
山
『
一〇〇HP
①
oD一旨
陣ω価)
を
チ
ベ
ッ
ト
に
広
め
、
八
世
紀
末

の
こ
の
地
で
行
わ
れ
た
中
印
宗
論
に
際
し
て
、
イ
ン
ド
伝
来
の
仏

教
提
唱
者
に
対
し
て
反
論
を
加
え
た
人
物
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
明

ら
か
な
の
は
、
チ
ベ
ッ
ト
人
達
が
こ
の
途
方
も
な
い
名
前
を
中
国

伝
来
の
十
七
番
目
の
羅
漢
か
ら
引
き
出
し
た
点

で
あ
る
。

こ
れ
を

特
に
有
名
に
し
た
の
が
、
四
川
省
成
都
に
拠
を
構
え
た
禅
宗
分
派

が
、

七
七
五
年

頃
に
作
成
し
た

地
方
年
代
誌

『
歴
代
法
宝
記
』

(卜
請
ミ
誉

も
§

ミ
)
で
あ
る
。
そ
の
内
の
数
文
書
が
敦
煙
で
発

見
さ
れ
、
そ
の
後
の
出
版
対
象
と
な

っ
た
が
、

一
九
二
八
年
、『大

正
蔵
』

(第
二
〇
七
五
番
)
に
集
録
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
の

一
つ
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で

あ

る
。

こ

の

テ

キ

ス
ト

は

、
摩

詞

迦

葉

(
ζ

9
ゲ
甲
囚
91
ξ

9
冨

)

か

ら
菩

提

達

摩

多

羅

(
℃
、o
q
み
.算

甲
日
o
み
o
-δ
)

に
到

る

イ

ン
ド

の

二
十

九
祖

を

数

え

上

げ

て

い
る

が
、

こ

の
最

後

を

、

中

国

六

祖

の
第

一
祖

と

見

な

せ
ば

、

二
十

八
祖

と

な

る
。

と

こ
ろ

で
、

中

国

の

正

統

な
法

系

図

の

最

初

に

登
場

す

る

の

が
、

菩

提

達

摩

(切
O
α
ぴ
一α
7
⇔
H
b
P
Q
)
で
あ

る
。

こ

こ

で
、
彼

の
名

前

は
、

中

国

人

が

『
達

摩

多

羅

禅

経

』

(
『
大

正

蔵

』

第

六

一
八
番

)

と
呼

ば

れ

る

経

論

の
作

者

と

誤

認

し

た
カ

シ

ュ
ミ

ー

ル
出
身

の
禅

者

、

「
達

摩

多

羅

」

(
H)
ゲ
⇔
H
5P
⇔
酔同
鋤
け⇔
)

の
名
前

と

混

同

さ

れ

て

い
る
。

『
達

の

摩

多

羅

禅

経

』

は

、

僧

伽

羅

叉

の

『
庚

伽

遮

羅
浮

迷

』

(
鴫
o
αq
甲

畠

雷

び
ゲ
ロ
ヨ
一
山
①
ω
餌
》
σq
ゲ
⇔
冨

犀
噸
o
)

と

す

る

の

が

正

し
く

、

こ
の

　

点

を

わ

た
く

し
は

す

で

に
詳

細

に

分
析

し

た

こ
と

が
あ

る
。

五
世

紀

の

は

じ
め

、

カ

シ

ュ
ミ

ー

ル
僧

が

テ

キ

ス
ト

の
サ

ン

ス
ク

リ

ッ

ト
原

典

を

中

国

に
持

ち

込

み

、
漢

訳

し

た

が
、

こ
れ

は

い
わ

ゆ

る

中

国

禅

宗

の
特

徴

を

何

ら

含

む

も

の

で
は

な

か

っ
た
。

し

か

し
、

こ

の

カ

シ

ュ
ミ

ー

ル
僧

の
師
自

身

は
、

「
禅

」

の
祖

師

と

し

て
通

用

し

え

て

い

た
達

摩

多

羅

を

、

カ

シ

ュ
ミ

ー

ル
で
自

分

の
師

と

し

て
仰

い

で

い

た
。

そ
う

し

た

こ
と

か

ら
、

禅

と

ヨ
ー
ガ

が
混

同

さ

れ

た

の

で
あ

る

。

と

こ
ろ

で
、
確

か
な

こ
と

は
、

『
歴

代

法

宝

記
』

の
記

す

伝

承

が

、

八

世

紀

に

な

る

や
、

四

川

か
ら

チ

ベ

ッ
ト

に
伝

え

ら

れ

た
点

で
あ

る
。

こ
れ

は

正

し

く

、

チ

ベ

ッ
ト

の
敦
燵

征

服

(
七

八

七

年

か

?

)
、
摩

詞

街

の

チ

ベ

ッ
ト

到
来

、
中

印

宗

論

(
七

九
二
年
-
七
九
四
年
)
の
時
期
に
先
立

っ
て
い
た
。
し
か
も
テ
キ

ス
ト
そ
の
も
の
は
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
京
都
チ
ベ
ッ
ト
学
派
の

一
連
の
研
究
成
果

が
あ
り
、
そ
れ
は
こ
こ
数
年
来
目
覚
し
い
進
歩

を
見
せ
て
い
る
。

わ
た
く
し
は

一
九
七
六
年
十
月
付

『敦
煙
白
画
』
の
付
論
で
、
こ

れ
ら
の
成
果
を
参
考

・
引
用
し
た
が
、
こ
こ
で
再
度
こ
の
問
題
に

立
ち
返
り
、
こ
れ
ら
の
成
果
に
よ
り
詳
細
な
検
討
を
加
え
、
合
わ

せ
て
最
近
発
表
さ
れ
た
そ
の
他
の
業
績
を
紹
介

し
た
い
。
こ
れ
ら

す
べ
て
の
出
版
物
に
西
欧
の
日
本
学
者
が
目
利
き
し
な
が
ら
目
を

通
す
こ
と
の
苦
労
を
取
り
除
け
た
ら
と
思
う
。

こ
れ
ら
は
老
練
な

日
本
学
者
で
な
け
れ
ば
、
苦
痛
な
し
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
ほ
ど
の

も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
島
国
の
大
家
で
さ
え
が
次
第
に
口
語

で
書
き
出
し
て
お
り
、
こ
れ
は
わ
た
く
し
と
同
世
代
の
不
運
な
中

国
学
研
究
者
に
と

っ
て
、
ほ
と
ん
ど
用
を
な
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
敬
意
を
表
し
て
、
中
国
禅
研
究
の
第

一
人
者
、
柳
田
聖

山
教
授
か
ら
始
め
よ
う
。
柳
田
は
、
京
都
の
臨
済
宗
セ
ン
タ
ー
花

園
大
学
に
長
ら
く
籍
を
置
い
た
後
、
京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所

で
禅
研
究
の
指
導
に
当

っ
て
い
る
。
初
期
禅
宗
史
書
に
関
す
る
、

完
壁
な
註
釈
と
詳
細
な
索
引
を
付
し
た
大
著

(
一
九
六
六
年
)
は
、

宋
代
以
前
の
禅
全
盛
期
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
手
に
す
る
最
も

便
利
な
手
引
書
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、

一
九
六
六
年
に
京
都
で
出

版
さ
れ
た
亡
き
ル
ー
ス
・
フ
ラ
ー

・
佐
々
木
(
一
九
六
七
年
没
)
の
、
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余
り

学
問
的

で
は
な
い
が
極
め
て
実
践
性
の

強
い
英
文

、.N
§

b
§
縣、、
を
含
ん
で
い
る
。
柳
田
は
、

一
九
六
九
年
に
中
国
禅
師
の

『語
録
』
叢
書
の
手
始
め
と
し
て
、

『達
摩
の
語
録
』

と
題
す
る

一
冊
を
発
表
し
た
が
、
こ
れ
は
、
は
っ
き
り
言
え
ば
、
菩
提
達
摩

ゆ

の

「
語

録

」

で

は

な

い
。

実

の
と

こ
ろ

、

『
達

摩

の
語

録

』

は

、

「
二

入

四
行

論

」

(肉
ミ
嵐
ミ

鈎
§

-}
§
晦

No
ミ

謡
)

で
あ

る

(
し

か

も

タ

イ

ト

ル
が
確

定

さ
れ

て
お

ら

ず

、

い
わ

ゆ

る

「
論

」

に
付

け
加

え

ら

れ

た
補

足

部

分

す

べ

て
を

考

慮

し

て

、

『
長

巻

子
』

と

も
呼

ば

れ

る
)
。

二
入

(肩

⇔
く
①
鍵

ゆ
)

と

は

、

「
理

論

」

(
N凡・智

ミ

理

入
)

と

「
実

践
」
(
ミ
詰
oq
嵐
§

行

入

)
を

い

う
。

行

(
§
ミ

魅
幾

)

に

は

、

四

つ
が

あ

る

。

第

一
の
行

は
、

す

べ
て

の

苦

悩

を

悪

業

(
も

し

く

は
行

い
)

の
報

い
と

し

て
受

容

す

る

こ
と

で
あ

る
。

人

間

は

そ

れ
自

身

、

過
去

に
よ

っ
て
罪

あ

る

も

の
と

さ
れ

る

(報

冤

行

辱
§

壱
ミ
§

ミ
謡
αq
)
。

第

二

の
行

は

、

す

べ

て
が
縁

に
従

っ
て

い

る

こ

と
を

知

る

こ
と

で
あ

る

(随

縁

行

8
ミ

魅
セ
§

§

詠
§
恥
)
。
　

第

三

の
行

は
、

『
維

摩

経

』

の
四
種

求

(
匙
ぎ

、
ミ
畠
も
無
遂

Q
鷲

黛

)

の

よ
う

に
、

法

が

何

ん

で
あ

る

か

を
捜

さ

ぬ

こ
と

で
あ

る

(
無

所

求

行

竃
o
零
旨
却
"暗
ミ

ひ
§
頓
)
。

最

後

の
行

は

、

何

は

と

も

あ

れ

法

と

一
致

す

る

こ
と

で
あ

る

(
称

法

行

妹
簿
、§
αq
誉

ひ
§
晦
)
。

こ

こ
で
言
う
と
こ
ろ
の
「禅
」
が
特
に
何
で
あ
る
か
は
全
く
分
ら
な
い

が
、

…

禅
宗
の
伝
え
で
は
、
こ
の
教
義
を
最
古
の
文
書
と
す

る
。

テ

キ

ス
ト

は

達

磨

の
弟

子
曇

林

(
日
"⇔
口
8一一昌
)
作

と

伝

え

ら

れ

⑥

る
序
文
形
式
で
、
菩
提
達
摩
の
略
歴
を
記
す
。
と
い
う
の
は
、
五

七
四
年
か
ら
五
七
八
年
に
か
け
て
北
周
の
侵
略
の
頃
、
曇
林
は
長

安
で
恵
可

(出
o
β
o肥
犀
.o)
と
交
遊
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
テ
キ

ス
ト
は
語
録
風
の
問
答
で
で
き
て
い
る
。
序
文
に

「
大
乗
」

(♂

O
冨
口
侮
く
伽ぼ
。巳
。)
が

「摩
詞
術
」

(ミ
o
-ぽ
堂
§
)
と
呼
ば
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
時
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
か
ら
の
転
写
が
流

行
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
チ
ベ
ッ
ト
で
中
国
禅
の
布
教
師

の
名
称
と
な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
柳
田
版
は
、

一
四
六
四

年
に
朝
鮮
で
印
刷
さ
れ
た
唯

一
の
完
本
に
依

っ
て
い
る
が
、
柳
田

は
こ
れ
を
多
数
の
敦
燵
断
簡
資
料
、
す
な
わ
ち
ペ
リ
オ
文
書
第
二

ゆ

九
二
三
号
、
第
三
〇

一
八
号
、
第
四
六
三
四
号
、
第
四
七
九
五
号
、

ス
タ
イ
ン
文
書
第
二
七

一
五
号
、
第
三
三
七
五
号
、
第
七

一
五
九

号
、
北
京
本
宿

(第
十
四
)
、

第
九
十
九
号

(鈴
木
編
、

一
九
三

五
年
-

一
九
三
六
年
)
を
用
い
て
校
訂
し
て
い
る
。
国
立
科
学
研

究
所

(O
・　Z
・国
・
ω
.
)
の
H

・
ヴ

ェ
チ
ユ
の
意
見
で
は
、
さ
ら
に

こ
れ
ら
に
ス
タ
イ
ン
文
書
第
三
三
七
五
号
、

ペ
リ
オ
文
書
第
四
六

三
四
号
と
同
じ
写
本
に
属
す
る
ス
タ
イ
ン
文
書
第

一
八
八
〇
号
を
、

　

付
け
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
柳
田
が
紹
介
で
挙
げ
た
参
考
文
献
は
、

ゆ

田
中
良
昭
が
発
表
し
た
詳
細
な
解
題
で
補
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
断
簡

に
つ
い
て
は
、
沖
本
克

ゆ

己
、

小

畠

宏

允

の
業

績

を

参

照

で
き

る
。

本

論

の
印

刷
中

に
、

わ

た

く

し

は

キ

ヤ

ン
ベ

ラ

か
ら

『
長

巻

子

』

に
関

す

る

J

・
ジ

ヨ
ー
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ゼ
ン
セ
ン
の
労
作

(タ
イ
プ
印
刷
)
を
受
け
取

っ
た
。
こ
れ
は
国

立
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
で
の
研
究
会
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
筆
者
は
、

『長
巻
子
』
の
日
付
が
六
世
紀
末

(五
八
〇
年
ー

六
〇
〇
年
)
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
歴
史

・
教
義
の
舞
台
裏

と
、
中
国

・
イ
ン
ド
の
仏
教
宗
派
と
の
関
連
性
を
分
析
し
て
い
る
。

彼
の
意
見
に
よ
れ
ば
、

『長
巻
子
』
は
禅
宗
の
特
徴
を
あ
ら
わ
す

最
初

の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り

(す
べ
て
が
そ
う
と
言
う
わ
け
で
は
な

い
が
)
、
そ
の
伝
統
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
。

柳
田
が

一
九
七
六
年
六
月
に
発
表
し
た

『
禅
の
語
録
』
叢
書
第

ゆ

三
冊
目
は
、

『
歴
代
法
宝
記
』
の
校
訂
版
で
あ
る
。
柳
田
は
三
十

二
頁

に
わ
た
る
紹
介
を
付
し
て
、
豊
富
な
註
釈
付
の
日
本
語
訳
を

行

っ
て
い
る
。
紹
介
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
形
成
、
チ
ベ
ッ
ト

の
長
安
征
服

(七
六
三
年
)
、

北
西
部
征
服
後
の
中
国
の
果
し
た

役
割
な
ど
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
は
こ
の
征
服
に
よ

っ

て
中

国
文
化
と
ま
じ
わ
り
を
持

つ
こ
と
と
な
り
、
こ
の
こ
と
が
と

り
わ
け
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
中
葉
に
か
け
て
チ
ベ
ッ
ト
人
が
占

領
し
た
敦
煙

に
お
い
て
、
シ
ナ
仏
教
の
流
布
を
可
能
に
し
た
。
こ

の
時
期
、
中
国
に
お
い
て
も
禅
宗
は
そ
の
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で

あ

っ
た
。
こ
れ
以
前

の
こ
と
は
、
す
べ
て
伝
説
の
域
に
と
ど
ま
る

か
ら

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
敦
煙
文
書
が
重
要
な
証
言
を

与
え

て
い
る
。
と
り
わ
け
、
南
宗
第
六
祖
恵
能

(国
o
⊆
9
ー
ロ
o
u
σq
℃

①ω
。。
ー
謡
ω
)
の

『曹
渓
大
師
伝
』
(§

"§
却
、こ

犠
ら
富

讐
ぎ
§
蕊
)

が

そ
れ

で
あ

る

。
事

実

、

こ

の
著

が
わ

れ

わ

れ

に

知

ら

さ

れ

る

の

は

、

敦

燵

か
ら

で

は

な

く

し

て
、

八
〇

五

年

に

日

本

に

将

来

さ

れ

た
八

〇

三

年
付

の
文
書

に

よ

っ
て

で
あ

る

。

テ

キ

ス
ト

の
奥

付

は

七

八

一
年

の
は

ず

で
あ

る
。

そ
れ

は
、

四

川

成

都

の
地

方

分

派

の
終

祖

無

住

(
ノ≧
o
口
-

仲o
ゲ
o
q
一
刈
H
蔭
i

"
刈
幽
)
没

後

、

ほ
ど

な

く

し

て
編

せ
ら

れ

た

『
歴

代

法

宝

記
』

(
七

七

五
年

頃

)

の
年

代

に
近

魎

こ
れ

ら

二
資

料

は

馬

祖

(
ζ

甲
富
。
～

刈
O
㊤
1

刈
。。
。。
)

一
派

と

同

時

代

の
も

の

で
あ

る
が

、

禅

を

特

色

づ

け

る
教

義

が

い
わ

ゆ

る

歴

史

的

発

展
を

見

る

の
は

、

こ

の

一
派

を

も

っ
て

で
あ

る
。

成

都

の

年

代

誌

は
、

恵

能

の
伝

記

に
先

ん

じ

て

い
る

は
ず

の
事

柄

、

中

で

も

仏

陀

の
袈

裟

(
ぎ

魯
黛
合
)

と

い

う
信

じ
難

い
出

来

事

を
記

述

し

て

い

る
。

袈

裟

は
印

可

を

証

す

る
も

の

で
あ

る

が

、

こ
れ

が
な

ん

と

、

恵
能

か

ら
武

后

に
返

さ
れ

、

つ
い

で
成

都

の
地
方

分
派

第

一

祖

智
読

(
]
コo
ゲ
①
・oゲ
o
】p
噛
①
O
㊤
ー

刈
O
悼
)

の
手

に
渡

っ
た

と

さ

れ

て

い
る

。

九

世

紀
初

頭

の
頃

、

禅

は

チ

ベ

ッ
ト

の
み

な

ら

ず
朝

鮮

.

日
本

に
ま

で
知

ら

れ

る

よ

う

に

な

る

が
、

長

安

に
住

し

た

後

、

七

二
八
年

に

成

都

に

や

っ
て
き

て
、

い
わ

ゆ

る

浄

衆

寺

(日
ω
ぎ
αq

み
。げ
o
ロ
αq
ω
ωo
q
)

派

を

う

ち

立

て
た

の

が

、
新

羅

王

第

七

王

子

で
氏

を

金

(
囚
冒
)

と

呼

ぶ
新

羅

僧

無

相

(芝

o
β
-ω
貯
昌
σq
植
①
逡

ー

刈
①
卜。
)

で
あ

っ
た
。

浄

衆

寺

派

の
教

義

は

、

『
歴

代
法

宝

記
』

が
中

国

の

禅

僧

内

部

で
論

議

さ
れ

て

い

た

「
南

宗

」

に

も

「
北
宗

」

に
も

属

さ
ず

、

「
頓

悟

」

(
。・暮

三
。。
旨
①
)

に
傾

斜

し

て

い
た

当

時

に
あ

っ
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て

、

「
漸

修

」

(
αq
冨
象

島

。・け①
)
の
傾

向

を

示

す

も

の

で
あ

っ
た

。

つ
ま

り

四

川

派

が

別

に

一
派

を

な

し

て

い

た
と

い
う

こ
と

で
あ

る

。

安

禄
山

の

乱

で
、

玄

宗

(ロ
一二
⇔
昌
-叶ω
O
口
σq
℃
刈
H
トこ
ー

刈
α
卜
)
の
華

や

か

な

統

治

は
終

り

を
告

げ

た

が
、

秩

序

回

復

後

の
中

央

政

府

は

、

四

川
を

治

め

る

に
、

成

都

派

終
祖

無

住

の
大

檀

越

("
§

愚

ミ

凡)

で

あ

っ
た

杜

鴻
漸

(]
りo
二

甲
{
o
旨
隔四
-けoり
一①
口
"
刈
O
⑩
1

刈
①
㊤
)
を

こ
れ

に
当

て
た

。

と

い

う

の

は
、

こ

の
地

方

で
杜

鴻

漸

は

、

チ

ベ

ッ
ト

と

の

抗

争

で
異

彩

を
放

っ
た

た
あ

に
詩

人

李

白

(
ピ
一
℃
巴
)

が

激

賞

し

た

章

仇

兼
獲

(
↓
。
ゲ
⇔
昌
σq
-犀
、一〇
〇
β

国
δ
ロ
ー犀
、冨
β
σq
)
を

後

楯

と

し

て

い
た

か

ら

で
あ

る

。

柳

田

は
努

め

て
成

都

の
祖

師

達

の

こ
と

を

、

『
歴

代

法

宝

記

』

以

外

の
他

の
資

料

に
捜

し
求

め

て

い

る
。

資

料

不

足

だ

か

ら

で
あ

る

。
彼

は
、

儒

家

・
道

家

の
引

用

句

及

び

仏

教

と

道

教

の
確

執

か

ら

生

ま

れ

た
偽

経

の
引

用

句

と

同

様

、

年

代

誌

㈲

が
引
用
す
る
仏
典
資
料
に
吟
味
を
加
え
て
い
る
が
、
こ
の
興
味
深

い
著
書
の
索
引
に
は
、
唐
末
の
大
衆
詩
の
先
駆
者
で
古
伝
説
編
者

の
王
梵
志

(芝
き
σq
国
9亭
零
げ
o
)
の
名
が
登
場
し
て
い
な
い
。
か

っ
て
四
川
は
、

「
五
斗
米
道
」
(§
oミ
ー鷺
ミ

§
凡
妹§
)
と
呼
ば
れ

る
結
社
の
時
代
に
、
道
教
の
拠
点
で
あ

っ
た
。
柳
田
の
紹
介
は
、

⑯

『
歴
代
法
宝
記
』
の
文
書
の
出
典
と
参
考
文
献
目
録
で
終
る
。
柳

田
が
挙
げ
た
文
書
類
は
、
三
つ
の
ペ
リ
オ
文
書
、
第
一
=

二
五
号

(
唯

一
完
全
な
も
の
)
、

第
三
七

一
七
号
、

第
三
七
二
七
号
と
、

四

つ
の
ス
タ
イ
ン
文
書
、
第
五

一
六
号
、
第

一
六

=

号
、
第

一

七
六
六
号
、
第
五
九

一
六
号
と
、
石
井
蒐
集
品
中
の

一
断
簡
で
あ

る
。

ペ
リ
オ
文
書
第
二

一
二
五
号
と
ズ
タ
イ

ン
文
書
第
五

一
六
号

は

一
九
二
八
年
に

『大
正
蔵
』
に
編
入
さ
れ
、
後

一
九
三
五
年
に

奉
天
の
中
国
人
の
手
で
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
を
校
訂
し
た
の

　

が
柳
田
版
で
あ
る
。
ま
た
矢
吹
の
『鳴
沙
余
韻
』
(さ

鋳
ぎ

セ
o§

)

も
参
考
に
な
ろ
う
。

柳
田
の
書
を
補
足
す
る
の
が
、
若
き
小
畠
宏
允
の

「付
論
」
で

あ
る
。
小
畠
は
柳
田
の
好
敵
手
の
ひ
と
り
で
、
す
ぐ
れ
た
才
能
の

持
主
で
あ
る
。
は
じ
め
京
都
の
花
園
大
学
に
、

つ
い
で
龍
谷
大
学

に
学
ん
だ
後
、

一
九
七
六
年
の
夏
、
パ
リ
に
滞
在
し
て
い
た
が
、

残
念
に
も
わ
た
く
し
は
彼
に
会
え
な
か

っ
た
。
し
か
し
敦
煙
文
書

研
究
の
た
め
に
パ
リ
に
長
期
逗
留
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
今

後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
有
能
な
研
究
者
の
ひ
と
り
で
あ

る
。

一
九
七
四
年
五
月
の
論
文
に

「
チ
ベ
ッ
ト
の
中
国
禅
宗
史
が

今
な
お
真
新
し
い

テ
ー
マ
で
あ
る
」

と
述
べ
て

い
た
が
、

小
畠

は

「付
論
」
で
、
チ
ベ
ッ
ト
文
献
と
と
も
に
相
当
数
の
漢
文
献
を

㈹

用
い
て
こ
れ
に
訂
正

・
補
足
を
加
え
て
い
る
。
文
献
は
と
く
に
次

の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
印
宗
論
の
漢
文
書

(
ペ
リ
オ
文

書
第
四
六
四
六
号
)
、

ペ
リ
オ

・
チ
ベ
ッ
ト
文
書

第

一
一
六
号
及

ゆ

む

び
第

一
一
七
号
、
第
八

一
二
号
、
第
八

=
二
号
、
第
九
九
六
号
中

ω

の
摩
詞
術
と
禅
に
関
す
る
チ
ベ
ッ
ト
文
、
『樗
伽
師
資
記
』
(卜
馬鑓

却
"持
らぽ
点
題
袋

謝
)
、

一
九
七

一
年
三
月
に
上
山
大
峻
が
発
表
し
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た
中
国
僧
摩
詞
術
の
チ
ベ
ッ
ト
文
、
『
歴
代
法
宝
記
』
や
、
と
り
わ

け

『
バ

・
シ
エ
』
(恥
曾
・隷
ミ
)

と
の
対
応
関
係
が
指
摘
さ
れ
る

　

ト

ゥ

ッ
チ
編

訳

『
五
部

教

勅

』

な

ど

で
あ

る

。

こ
の
『
バ

・
シ

ヱ
』

(
バ
氏

の
陳

述

書

)

を

、

一
九

六

一
年

に

ス
タ

ー

ン
が
仏

語

抄

訳

し

た

が
、

こ

の
書

は

一
般

に
、

こ

の
中

に
古

い
資

料

が

発

見

さ

れ

㈲

た
こ
と
で
、
十
四
世
紀
初
頭
の
も
の
と
い
わ
れ
る
。
同
書
は
ま
た

　

サ

ン

・
シ

(ω
巴

-珍

ω
p
ロ
ー珍

ω
き

あ
一M
o
8
し

を

編

者

と

す

る

が
、

サ

ン

・
シ
は
、

あ

る
時

は

バ
氏

出

身

の

チ

ベ

ッ
ト

人

、

ま

た

あ

る

時

は

唐

の

外

交
官

か

ら
生

ま

れ

た
中

国

人

、

さ

ら

に
は

七

一
〇

年

、

チ

ソ

ン
デ

ツ

エ

ン
王

に
降

嫁

し

た
金

城

公

主

(
冨

肩

冒
。
o
ω
ω
o

傷
①

囚
貯
・零
げ
、。
口
αq
)

の
実

子

、

と

さ
れ

た
り

す

る

。

説

話

の

一
部

に

登

場

す

る

こ
の

人
物

は

、

チ

ソ

ン
デ

ツ

エ
ン
王

(
在

位

七

〇

五
年

ー

七

五

五

年

)

の

命

で

、
後

の

チ

デ

ッ
ク

ツ

エ
ン
王

(
在

位

七

五

六

年

1

七

九

七

年

)

と

な

っ
た

王

子

と

と

も

に
中

国

に
遣

わ

さ

れ

た

と

い
う

が

、

当

時

王

子

は

経

典

を

入
手

し

に
中

国

へ
行

く

に
は

、

年

が

到

ら

な

か

っ
た

は

ず

で

あ

る

(七

四

二
年

の
生

ま

れ

で
あ

る

こ
と

か

ら
)
。

考

え

ら

れ

る

の
は

、

サ

ン

・
シ

(
古

く

は

酔
ミ
弔
鴇
)

が

中

国

語

の
..讐
評
、§

6
ぽ

、.(
「
禅

師

」
)

の
転

写

で

は

な

か

っ
た
か

と

い
う

点

で
あ

る

。

皇

帝

に
歓

待

さ

れ

て
中

国

の
宮

廷

(
唐

朝

)
か

ら

の
帰

り

み

ち

、

サ

ン

・
シ

一
行

は
益

州

(
国
σq
・α
～

団
障

。
ゲ
Φ
o
～

冒
窄

詠
δ
q
"
四

川
成

都

)
に
と

ど

め

ら

れ

、

こ

こ

で
新

羅

人

無
相

す

な

わ

ち

金

和

尚

か
ら

宗

旨

を

教

わ

っ
た

の

で
あ

ろ

う

。

続

い
て

、

『
バ

・
シ

エ
』

は

一
行

を

無

住

の
も

と

に

訪

問

さ

せ

て
い

る

が

、

こ

の
記

述

は

明

ら

か

に
時

代

錯

誤

で
あ

る
。

一
行

が

チ

ベ

ッ
ト

に

帰

り

着

く

と

、

土

俗
宗

教

の
信

者

達

が
反

仏

教

運

動

を

展

開

し

て

い
た

の

で
、

サ

ン

・
シ
は
中

国

よ
り

持

ち

帰

っ
た

経

典

を

穏

匿

し

た
。

こ
れ

ら

の
経

典

が

顕

に

さ

れ

て

チ

ベ

ッ
ト
訳

さ

れ

る

の
は

、

(中

国

)

仏

教

に
理

解

あ

る

チ

デ

ッ
ク

ツ

エ

ン
王

の
即

位

を

待

っ

て

の

こ
と

で
あ

る

。

サ

ム

エ

(しd
ω
⇔
旨

虫
器
)
に

チ

ベ

ッ
ト

最

初

の

寺

院

(七

七

五
年

頃

)

が

建

立

さ

れ

る

の
も

、

改

あ

て
中

国

に

チ

ベ

ッ
ト

の

使

者

が
送

ら

れ

た
り

、

イ

ン
ド

の

仏

教

徒

、

蓮

華

生

　

(]℃
鑓
傷
日
⇔
o◎旨
げ
ゲ
効
く
9
)
、

寂

護

(磯
垣

ω
鋤
口
富
罠

訂

ぱ
甲
U
き

)
ら

と

の
交

渉

が
持

た
れ

た
り

し

た
後

の

こ
と

で

あ

ろ

う
。

こ
う

し

た
資

料

の
歴

史

性

が
ど

う

で
あ

れ

、

シ
ナ

仏
教

の

チ

ベ

ッ
ト

導

入

は

敦
煙

陥

落

後

、

七

八

七

年

頃

に

チ

ベ

ッ
ト

に
呼

び
寄

せ

ら

れ

た

摩

詞
術

の
宣

教

に
先

立

つ
も

の

で
な

く

、

し

か

も

四

川

を

経

て

で
は

な

か

っ
た

と
、

小

畠

は
確

信

し

て

い
る

。

こ

の
時
期

、

雲

南

(
照
目
ロ
ー口
o
口
)

を

根

城

と

す

る

南

詔

国

(冨

Ho
冒

蝿
旨
o

傷
①

Z
碧

み
警

8

)

が
中

国

を

離

れ

て
チ

ベ

ッ
ト

に
接

近

す

る

。

南

紹

国

は

お

よ

そ

七

五

一
年

か

ら

七
九

四
年

頃

ま

で

の
聞

、

チ

ベ

ッ
ト

に
帰

順

す

る

。

折

し

も

安

禄
山

の
乱

が
勃

発

し

、

玄

宗

が

七

五

六

年

、

四

川

に
難

を

逃

れ

る
。

成

都

の
地

方

分

派

の
終

祖

無

住

が

七

五
九

年

四

川

に
到

着

し

、

新

羅

僧

無

相

が

七

六

二
年

に
当

地

で
没

す

る
。

サ

ン

・
シ

一
行

は

チ
デ

ッ
ク

ツ

エ

ン
王

即
位

(七

五
六

年

)



チベ ッ トの シ ナ 仏教102

前

に
、
こ
こ
を
通
過
し
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
と
四
川

(当
時
の
呼

び
方
で
、
剣
南
、
O
ず
o
q
)
と
の
間
に
結
ば
れ
た
関
係
は
単
に
宗
教

的
文
化
的
分
野
に
と
ど
ま
ら
な
か

っ
た
。
小
畠
が
強
調
す
る
よ
う

　

に

、

四

川
北

部

に
吐

谷

渾

(
別

名

退
渾

)

が
侵

入
し

た
点

を

考

慮

す

べ
き

で
あ

る
。

吐

谷

渾

は

モ

ン
ゴ

ル
民

族

の
蛮

族

で
あ

っ
た
が

、

七

世
紀

の

は

じ
め

、

仏

教

に
改

宗

し
、

四

川
北

部

を

巡

っ
て

チ

ベ

ッ
ト

と
抗

争

し

た

こ
と

が

あ

る
。

チ

ベ

ッ
ト

は

こ
れ

を

制

し

、

甘

粛

(
内
9
甲
ω
〇
二
)
に
遠

く

な

い
現

在

の
四

川
省

北
西

部

松

州

(
ω
0
5
σq
-

零
ゲ
①
8

)

の
近

く

に

強

固

な
地

盤

を

確

保

し

た
。

チ

ベ

ッ
ト

が

六

四

一
年

に
太

宗

(
♂
<
①
ロ
ー言
ゴ
、魯

σq
)

の
皇

女

を

后

に
迎

え

る

の
も

、

こ

の
地

域

を

制

覇

し

て
か

ら

の

こ
と

で
あ

る
。

吐

谷

渾

の
国

家

が

六

六

三
年

に
滅

び

た

後

も

な

お
、

チ

ベ

ッ
ト
は

仏

教

徒

と

交

わ

り

を

保

っ
て

い
た

。

八
世

紀

の
中

葉

す

ぎ

、

サ

ン

・
シ
が

成

都

に

立

ち

寄

っ
た

頃

、

南

紹

を
介

し

て
新

し

い
交

渉

路

が

チ

ベ

ッ
ト

と

四

川

の
間

に
開

か

れ

る
。

こ
れ

が

現
在

の
四

川

省

西

昌

(
ω
搾

9

、p。
口
αq
)

か

ら

雲

南

の
は

て
に
到

る

「
建

昌

路

」

(
ド

H
o
葺
①

山
Φ

囚
δ
亭

零
げ
、碧

σq
)
と

呼

ば

れ

て

い
た

ル
ー

ト

で
あ

る
。

唐

代

、

別

の

二

路

が

四

川

北

西

部

茂

州

(ζ

Φ
O
口
-けO
ゴ
O
O
蝿
)

と

チ

ベ

ッ
ト

を
結

ん

で

い
た

。

こ
れ

ら

の
路

は
、

二
国

間

の
通

商

面

で

か

な

り
重

要

な
位

置

を

占

め

て

い
た
。

い
ず

れ

に
せ

よ

、

サ

ン

・
シ

一
行

が
中

国

に

向

う

際

、
あ

る

い
は
帰

路

に

つ
く

際

に

用

い
た

の

は

、

こ

の
建

昌

路

の
は

ず

で
あ

る
。

唐

朝

下

の
四

川

と

ソ

ン

ツ

エ

ン
ガ

ン
ポ

王

下

の

チ

ベ

ッ
ト
と

の

間

に
持

た

れ

た

文

化

的

宗

教

的

交

渉

は

、

仏
教

に
重

き

を

置

く

も

の

で
は

な

か

っ
た

。
中

印

宗

論

に

関

す

る
拙

著

で
強

調

し

た

の

は
、

金

城

公

主

が

七

一
〇
年

か

ら

七

三

九
年

に

か

け

て

チ

ベ

ッ
ト

に
滞

在

し

た

の

を
利

用

し

て

、

チ

ベ

ッ
ト

人

に
儒

教

の
古

典

を

教

え

た

と

い
う

点

で

あ

る
。

そ

れ

は

、
中

国

の
外

交

官

達

が

こ
れ

ら

の
蛮

族

を

「
文

明
化

」

す

る

こ

と

に

よ

っ
て
攻

撃

性

を

削

ぐ

こ
と

が

で

き

る

と

考

え

て

い

た

か

ら

で
あ

る
。

こ

う

し

た
文

献

が
公

主

の
手

元

に

送

ら

れ

た

の

は
、

お

よ

そ

七

三
〇

年

以

降

の

こ
と

で
あ

り

、

ま

た

チ

ベ

ッ
ト
年

代

誌

に

よ
れ

ば

、

チ

ソ

ン
デ

ツ

エ

ン
王

は

即

位

の
際

、

「
統

治

」

を

朝

臣

と

協

議

す

る
中

で
自

分

の
先

祖

が

非

仏

教

的

漢

文

献

か
ら

着

想

を

得

た

こ
と

に

そ
れ

と

な

く

触

れ

た

と

い

う
。

特

に
彼

が
触

れ

た

の
は

、
(
中

国

)
切
σq
饗

の

ト
髄、零

ら
ぽ

ら
尊

§

で
あ

り

、

こ
れ

は

幸

い

に
も

当

時

中

国

人

ζ

①
あ
σq
o
が

読

ん

で

い

た

『
老

子

経

』
(
囚
鋤
匡
σq
器
口
に
よ

れ

ば

、
目
い
午
邑

匹
Φ
口
σq
)
で
あ

っ

た
。

卜
偽
、ミ
ら
ぽ

に

つ
い

て

は
、

ス

タ
ー

ン
は

む

し

ろ

、

、、卜
§

、ミ
、"

(な

ぞ
)
、

サ

ン

ス
ク

リ

ツ
ト

の

..㌧
ミ

ぽ

N隷
畠
、"

の

異

語

と

見

な

し

て

い

る
。

こ

の
言

葉

は

、

チ

ベ

ッ
ト

の
叙
事

作

者

ら

が
着

想

を

得

る
な

ぞ

に
当

て
ら

れ

た

も

の

で
あ

る
。

と

は

い

え

、
δ

..】W
き

ρ
・

g
9

山
Φ
ω
。。
碧

⇔
巨

ω、.
(『
学

者

の
饗

宴
』
)

が

、、卜
馬
.o
ら
ぽ

、.

(も

し

く

は

ト
恥
、零
ぎ

-ら
ぽ

)
と

記

す

の
に

対

し

て
、
山

口
は

、
.、卜
恥
.零
踏
ぽ

ず

§

恥
.、
は

誤
字

で
あ

り

、

こ
れ

を

ト
§

禽

§

と

置

き
換

え

て
、
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む

し

ろ

ト
蟄
.寧
嵩
ぽ

隷
§
αq

と

転

写

す

る

必

要

が
あ

る

と
述

べ
て

い

る
。

『
バ

・
シ

エ
』
や

『
パ
オ

・
ツ
グ

ラ

ク
」
(
b
㌧
負
、o
αq
ら
薦

・N£

)

の

テ

キ

ス
ト
を

翻

訳

し

た

マ
ク

ド
ナ

ル

ド
は

、

こ
れ
を

「
老

子
」

㈱

と
見
な
し
て
い
な
い
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
中
国
の
宣
教
活
動
で
、

道
教

が
仏
教
に
先
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
え
ぬ
わ
け
で
は

な
い
。
既
述
の
通
り
、
道
教
は
、
唐
朝
下
四
川
で
相
当
な
大
衆
的

人
気
を
博
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

『
学
者
の
饗
宴
』
に
よ
れ
ば
、

仏
教
徒
サ
ン
・
シ
は
、
新
チ
ベ
ッ
ト
王
の
傍
に
あ

っ
て
、
成
都
で

新
羅
僧
か
ら
受
け
た
教
え
を
引
い
て
、
シ
ナ
仏
教
の
教
義
を
道
教

㈹

㈲

の
そ
れ
に
接
い
だ
と
い
う
。
『
五
部
教
勅
』

(紺

bこ
ぎ
"・導
§

ミ
軸

・N§
)

が
載
せ
る
伝
説
に
よ
れ
ば
、
摩
詞
術
和
尚
に
到
る
法
系
の

第

一
祖
達
摩
多
羅

(
〔菩
提
〕

達
摩
多
羅
)

を
六
度
に
わ
た

っ
て

毒
殺
し
よ
う
と
し
た
流
支
三
蔵

(目
Φゴ
み
忽
)
の
話
が
あ
る
。
F

.

W

・
ト
マ
ス
が
チ
ベ
ッ
ト
語
か
ら
英
語
訳
し
た
『干
閲
の
予
言
』
の

中
に
、
理
解
し
が
た
い
言
葉
で
予
言
さ
れ
て
い
る
事
柄
は
、
金
城

公
主

の
チ
ベ
ッ
ト
到
来

(
七

一
〇
年
)
後
、
「
中
国
王
が
道
士
(ミ
P

らぽ
"
"
鳴、零
詮
)
の
宗
教
を
採
用
し
」
、
そ
れ
ら
の
道
士
が
チ
ベ
ッ

ト
に
や
っ
て
き
て
、
仏
教
を
排
斥
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

小
畠
は
、
祖
師
達
、
菩
提
達
摩
、第
三
祖
僧
燦

(六
〇
六
年
没
)
、

第
四
祖
道
信

(五
八
〇
年
ー
六
五

一
年
)
、

そ
の
弟
子
法
融

(五

九
四
年
-
六
五
七
年
)
ら
の
著
書
、

お
よ
び

『樗
伽
師
資
記
』
、

『
歴
代
法
宝
記
』
以
降
の
灯
史
に
依

っ
て
、
草
創
の
頃
か
ら
唐
末

に
到
る
禅
仏
教
と
道
教
と
の
関
係
を
、
常
識
的
な
線
で
取
り
あ
げ

て
い
る
。
老
子
は
、

『
二
入
四
行
論
』
の
中
で

『老
経
』
と
い
う

㈲

名
称
で
二
度
に
わ
た

っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
「守

一
」

(も
富
o
零

鴇
)
と
い
う
考
え
方
は
、
本
来
道
教

の
も
の
で
あ
る
が
、
僧
燦
や

㈲

特
に
道
信
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
道
信
は
、
禅

の
流
儀
が

「守

一
不
移
」
も
し
く
は

「注
意
看

一
物
」
に
あ
る
と

考
え
て
い
た
が
、
明
ら
か
に
こ
の
教
義
は
、
仏
教
の
輪
廻
に
お
け

る
因
縁

(セ
ミ
寒

§
愚
ミ
零
博
ミ
聴
聴

)
に
反
す
る
。
道
士
に
と

っ
て
「
一
」
と
は
、
神
仙

・
不
老
長
生
に
導
び
く
、
宇
宙
的
か
つ
人

類
的
原
理
で
あ

っ
て
、

特
に
梁
の
陶
弘
景

(
↓
①o

=
○ロ
σQ
-犀
ぎ
αq

偶
㎝
①1
α
ω①
)
の
ド
グ

マ
的
体
系
に
お
い
て
こ
れ
が
著
し
い
。
道
教
が

及
ぼ
し
た
教
義
上
の
影
響
は
、
と
り
わ
け
禅
宗
史
誌

『歴
代
法
宝

記
』

(七
七
五
年
頃
)
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
の
書
が
引

用
し
、
論
義
の
対
象
と
す
る
曲
ハ籍
中
に
、
数
多
く

の
道
教
の
テ
キ

ス
ト
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
地
方

で
二
宗
教
間
に
対

㈲

立
と
と
も
に
融
和
の
試
み
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

上
述
の
問
題
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
す

べ
て
伝
承
の
域
に

と
ど
ま
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
中
国
が
イ
ン
ド
を
凌
駕
す
る
の
は
、

イ
ン
ド
の
影
響
力
が
強
か

っ
た
時
代
以
降
の
チ
ベ
ッ
ト
伝
承
が
ど

う
で
あ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
が
近
隣
の
文
明
諸
国
の
宗
教
に
門
戸
を
開

く
過
程
に
お
い
て
に
ち
が
い
な
い
。
小
畠
は
、
金
和
尚
の
弟
子
、
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中

国

僧

神

清

(
O
げ
Φ
昌
み
ω
、一口
αq
噛
九

世

紀

初

頭

没
)

に

到

る

ま

で
、

㈲

道

教

の
影

響

が

目
立

っ
と

述

べ
て

い
る
。

神
清

は

『
北

山

録
』

(謡

凡・ら
ぎ

謡

NO
袋
"
]
ン
N
ド
ド
ω
)

の
中

で
、

中

国

の
三

つ

の
教

説

、

儒

教

・
仏

教

・
道

教

の
融

合

を

図

っ
て

い
る

。

『
老

経
』

は

、
吉

岡

義

豊

の
文

献

紹

介

に
よ

れ

ば

、

少

な

く

と

も

大

英
博

物

館

所
蔵

ゆ

敦
燵
文
書
中
、
最
も
代
表
的
な
道
教
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

小
畠
は
、
成
都
の
終
祖
、
頓
悟
に
傾
斜
し
た
保
唐
寺
の
無
住
と
、
㈲

金

和
尚
の
浄
衆
寺
派
と
の
教
義
上
の
対
立
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
歴
代
法
宝
記
」

に
よ
れ
ば
、
保
唐
寺
派
の
興
隆
は
、
成
都
の
第

　

三
祖

、

金

和

尚

没

後

の

こ
と

に
ち

が

い
な

い
。

こ
れ

以

前

に
、

バ

・
シ

エ
」

の
原

作

者

と

さ

れ

る

バ

・
セ

ル
ナ

ン

(
○
器

一あ
昌
9

山
Φ

が

ω
冨

)

が

、

使

者

と

し

て
中

国

に

旅

立

っ
て

い

る
。

小

畠

は

「
付

論

」

の
中

で
、

サ

ン

・
シ
、

バ

・
セ

ル
ナ

ン

の

一
行

に
関

す

る

『
バ

・
シ

エ
』

の

一
節

を

邦

訳

し

て

い

る
。

㈲

も
う

一
つ
の
小
畠
の
論
文
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
た
中
国

の
偽
経
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
小
畠
は
、
九

つ
の
蔵
訳
偽
経
の
存

在
を
指
摘
す
る
が
、
そ
の
内
の
六
経
が

『論
蔵
』

(冨

§

ミ
評
、)

に
収

め

ら

れ

て

い
る

。

五

経

に

つ

い
て

は
、

八

一
二
年

頃

の

日
付

が

を
有
す
る

『
デ
ン
カ

ル
マ
』
目
録
が
す
で
に
触
れ
て
い
る
。
そ
の

他

の
偽
経
は
、
敦
煙
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
偽
経
の
教
義

が
成
都

の
保
唐
寺
派
の
そ
れ
に
近
い
こ
と
か
ら
、
小
畠
は
禅
漢
文

　

テ
キ
ス
ト
中
の

〔偽
経
の
〕
引
用

一
覧
表
を
作
成
し
て
い
る
。
禅

文
献
、
さ
ら
に
は
中
国
仏
教
全
体
に
お
い
て
偽
経
の
帯
び
る
重
要

性
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中

国
は
、
大
部
分
偽
経

の
お
か
げ
で
、
イ
ン
ド
的
思
想
の
何
た
る
か
を
理
解
で
き
た
の
で

あ
る
。

小

畠

は
、

な

ぜ
「
頓

門
派

」
(旨
§

き

§

鷺

k
。
ミ

苧
§

謡

㌧
"ミ
)

の
禅
が
チ
ベ
ッ
ト
で
普
及
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、
チ
ベ

ッ
ト
の
年
代
誌
が
中
印
宗
論
で
中
国
側
の
教
義
的
立
場
と
見
な
す
が

考

え

方

を

、

ど

の
よ

う

に

修

正

し

た

か
を

示

そ

う

と
し

て

い

る
。

摩

詞

術

が

弁

護

し

た

テ

ー

ゼ

は

、
全

く
頓

悟

で
も
、

漸

修

で
も

な

か

っ
た

。

㈲

最
近
に
な

っ
て
入
手
し
た
小
畠

の
論
文
は
、
貴
重
な
ペ
リ
オ

・

チ
ベ
ッ
ト
文
書
第

一
一
六
号
に
登
場
す
る
中
国
の
禅
師

(ミ
隷ぎ
撃

㌧
o)
、

お
よ
び
彼
ら
の
語
録
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

語
録

の
引
用

は
、
二
四
八
枚
中
、
二
十
七
枚
を
占
め
、
こ
れ
は
全
体
の
ほ
ぼ

一

割
に
当
た
る
。
構
成
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
〇
八
祖
の
語
録
、
⇔

㈹

無

念

(

　
　

餌
口
O
Φ
菖
ω
ヨ
O
)

に
関

す

る

摩

詞

術

の
教

説

、

⇔

十

八
禅

師

の
語

録

。

こ
れ

ら

は
、

チ

ベ

ッ
ト
文

書

第

=

七
号

、

第

八

一

一

号

、

第

八

一
二
号

、

第

八

=

二
号

、

『
禅

定

灯

明
論

』

(
δ

bu
養
導

讐

§

ミ
蒔

-茜

、
§

)
、

『
大

臣

実

録
』

(
冨

bご
N§

も
。

趣
ぎ

.こ

ぎ

蒜
-

セ
鳶
)
、

〈
o
ピ
O
N
(
一
八

八

九
年

編

)

な

ど

に
引

用

さ
れ

て

い

る
語

録

に
近

い
。

ペ
リ

オ

・
チ

ベ

ッ
ト
文

書

第

=

六

号

は
、

宗

論

の

の
ち

、

九

世

紀
頃

に

チ

ベ

ッ
ト
訳

さ

れ

た
も

の
と

さ

れ

る
が

、

小
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畠
は

こ
の
年
代
決
定
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
。
小
畠
が
、
⇔
、
⇔

に
分

類
し
た
文
書
類
は
、
お
そ
ら
く
は
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
中
国

禅

の
後
喬
、

ニ
ン
マ
(
ω
艶
渉
ーヨ
帥
b
P
「非
改
革
」)
派
の
も
の
で
あ

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
文
書
類
が
中
国
語
形
を
真
似
て
い

る
点

は
、
禅
研
究
に
と

っ
て
興
味
深

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
も

い
く

つ
か
の
文
書
類
は
、
中
国
語
と
は
見
な
さ
れ
な
い
語
源
を
有

し
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
は
、
朝
鮮

。
日
本
と
同
様
、
中
国
で
消
息

を
絶

っ
た
資
料
を
保
存
し
て
お
り
、
こ
の
資
料
は
、
少
な
く
と
も

敦
煙

文
書
に
関
す
る
限
り
、
チ
ベ
ッ
ト
の
敦
煙
占
領
期

(七
八
七

年
ー
八
四
八
年
)
を
下
ら
な
い
。
小
畠

の
先
程
の
論
文
は
、

一
九

六
八
年
か
ら

一
九
七
六
年
に
か
け
て
日
本
で
発
表
さ
れ
た
十
二
以

上

の
論
文
に
触
れ
、
ペ
リ
オ

・
チ
ベ
ッ
ト
文
書
第

=

六
号
の
断

　

簡

(四
十

一
枚
目
ー
六
十
七
枚
目
)
と
と
も
に
、
そ
の
邦
訳
を
載

せ
、
ま
た
多
数
の
漢
文
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
文
資
料
を
挙
げ
な
が
ら
、

　

中
国
禅
師
に
関
す
る
そ
の
他
二
十

の
文
書
を
収
録
し
て
い
る
。
こ

う
し
た

「言
説
」
に
交

っ
て
、
龍
樹

(Z
鋤
σq
鍵
冒
ま
)
作
と
さ
れ

る
言

説
が
冒
頭
に
登
場
し
、
菩
提
達
摩
多
羅
、
成
都
の
終
祖
無
住

の
言

説
が
こ
れ
に
続
く
。
小
畠
の
研
究
は
菩
提
達
摩
多
羅
論
で
完

成
す
る
が
、
わ
た
く
し
は

一
九
七
八
年

の

「付
論
」
で
こ
れ
を
参

考
と
し
た
。

中

印
宗
論
を
巡
る
敦
煙

チ
ベ
ッ
ト
文
書
に
関
す
る
国
立
科
学
研

　

究
所
所
員
、
今
枝
由
郎
の
見
事
な
論
文
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か

れ

て

い
る

と

こ
ろ

か

ら

、
敢

て

こ

こ

で
要

約

す

る

必

要

も

な

い
。

今

枝

は

と

く

に

、
宗

論

漢

文

書

断

簡

、

あ

る

い
は

ま

た

ペ
リ

オ

・

チ

ベ

ッ
ト

文

書

第

八

二
三

号

に
相

当

す

る

『
バ

・
シ

エ
』
、

(
=

二

く

二

二
年

の
)

『
仏

教

史

』

(
O
ぎ

㍗
"ε

§

)

の
数

節

を

引

用

し

て

い

る

。

ペ
リ

オ

・
チ

ベ

ッ
ト

文

書

第

八

二
三

号

は

、

漢

文

書

で
は

「
古

い
も

の
」

と

分

類

さ

れ

る
十

二

の
問

答

を

表

頁

に
含

み

、

お

そ

ら

く

は

チ

ベ

ッ
ト

語

で
書

か
れ

た
初

期

の
論

争

会

期

の
記

録

で

あ

ろ

う

。

チ

ベ

ッ
ト

文

は
漢

文

か
ら

翻

訳
さ

れ

た
模

様

で
、

た

と

え

ば

、

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト

の

「
分

別

」

(
忌
ぎ

奪
畠
)

は
、

.、ミ
鴇

ミ

§

も
魯
、帆
§

-転翁
、、
と

訳

さ

れ

る

。

こ

の
語

は
、

中

国
語

の

「妄

想

」

(
き
a
詰
αq
,勉
い畠
§
晦
)

を

そ

の
ま

ま

写

し

た

も

の

で
あ

る
。

宗

論

の
記

録

(
『
大

正
蔵

』

第

四
六

四
六

番

)

に
あ

る

こ

の
用

語

の
意

味

は

、

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト

の

「
分

別

」

と
必

ず

し

も

一
致

㈲

し
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
原
田
覚
の
論
文
を
参
照
す
れ
ば
よ

い
。
原
田
は
、

『
大
正
蔵
』
第
四
六
四
六
番
と
摩
詞
街
作
の
チ
ベ

ッ
ト
文
と
で
、

「
分
別
」
と
い
う
用
語
が
ど
う
取
扱
わ
れ
て
い
る

か
を
比
較
検
討
し
て
い
る
。

「無
念
」
の
テ
ー
ゼ
は
、
イ
ン
ド
の

阿
毘
達
磨
論
者
か
ら
は
げ
し
く
攻
撃
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
は

「
波

羅
密
」
(辱
回
ミ
ミ
凡ミ
)

の
問
題
が
か
か
わ

っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

「般
若
」
(㌧
、
§
惑
)

の
問
題
を
ひ
た
す
ら
別

に
す
れ
ば
、
内
省

的
受
身
的
な
修
行
を
省
略
す
る
こ
と
は
、
あ
り
得
ぬ
わ
け
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
も
う

一
つ
の
イ
ン
ド
人
と
中
国
人
の
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紛

争

い
の
種
が
あ

っ
た
。
イ
ン
ド
仏
教
の
代
表
者
が
救
済
、
教
化
活

動
、
勤
行
の
看
過
を
非
難
す
る
の
に
対
し
て
、
中
国
人
は
、
道
教

か
ら
借
り
て
き
た

「守

=

と
い
う
考
え
方
を
使

っ
て
い
た
。
彼

ら

の
そ
の
他
の
教
義
上
の
要
素
も
、
多
く
は
そ
う
で
あ

っ
た
。
彼

ら
は
好
ん
で

『
般
若
波
羅
密
』
の
ひ
と
つ
、

『金
剛
般
若
経
』
を

引

き

合

い
に

出

し

て

、

「
想

」

(
器
ミ

副
釦
)

と

「
相

」

(
ミ
訂

§

g
)

を

用

い

て
、

「
妄

想

」
を

正

し
く

退
け

た
。

こ
れ

ら

の

二
語

は

、

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト

、

..惹
、
§

ら
犠
ミ

ミ
斜
辱
お

ミ
細

ミ

ミ

駄
"
隷

、、

と

..N寒

鷲

態

隷
ず
§

ミ
覇

妹ミ

ぴ
諏
偽
ミ
畠

"
競

ミ

蓬

§

、、
と

を

語

　

源

と
す
る
。
最
初
の

一
節
で
、

『
金
剛
艘
若
経
』
の
漢
訳
が
跨
躇

　

ゆ

す

る
の
は
、
「古
い
」
時
代
に
は

「相
」、
後
世
に
は

「想
」
と
訳

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
宗
論
漢
文
書
は
十
四
回
、

『
歴
代
法
宝
記
』
は
九
回
、

『神
会
語
録
』
は

(「相
」

と
い
う

㈹

文

字

で

1
)

九

回
、

そ
れ

ぞ
れ

引

用

し

て

い
る

。

『
金

剛

般

若

経

』

が

禅

宗

や

イ

ン
ド

の
論

敵

に
到

る
ま

で
、

必

読
書

の
地
位

を
占

め

た

こ
と

は

、
蓮

華
戒

が

編
集

し

た

サ

ン

ス
ク
リ

ッ
ト

註

釈

書

〔『
金

剛

経
広

註
』
〕

が
敦

煙

時

代

か
ら

三
度

に

わ

た

っ
て

チ

ベ

ッ
ト

訳

さ

れ

た

こ
と

か

ら

も

分

か

る
。

こ

の
翻

訳

は

、

イ

ン
ド

の
軌

範

師

(ミ
神
ぎ

謡
-㌧
。
)

ζ

愚

甘
い
昌

冒
口
9
巳

富

と

チ

ベ

ッ
ト

の
翻

訳
僧

団
①
弥
Φ
ω
南
傷
Φ

が

「
校

閲
」

し

た
完

訳
を

収

め

る

『
論

蔵

』

が
世

に

出

る
前

の

こ
と

で
あ

る

。

も

う

ひ

と
り

の

日
本

人

チ

ベ

ッ
ト
研

究

者

は
、

敦

煙

研

究

に
忙

し
い
京
都

の
龍
谷
大
学
教
授
上
山
大
峻
で
あ

る
。
彼
の
成
果
は
、

と
り
わ
け

一
九
七

一
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
始
ま
る
。
こ

の
論
文
は
、
ペ
リ
オ

・
チ
ベ
ッ
ト
文
書
第
八

一
二
号
中
の
敦
煙
中

国
僧
摩
詞
街
の
テ
キ
ス
ト
と
同
師
作
と
称
せ
ら
れ
る
五
つ
の
チ
ベ

ッ
ト
文
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
五
つ
の
チ
ベ

ッ
ト
文
の
教
義
傾
向

は
、
摩
詞
衡
が
宗
論
漢
文
書

の
中
で
主
張
し

た
立
場
に
近
い
も
の

で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
上
山
は
こ
の
論
文
で
、
イ
ン
ド

公
使
館
所
蔵
チ
ベ
ッ
ト

・
テ
キ
ス
ト

(第
七

一
〇
号
の
二
)
を
再

㈹

度

検

討

し

た
結

果

、

こ

の
テ

キ

ス
ト

が

『
楊

伽

師

資

記

』

に
相

当

す

る

も

の
の
、

多

少

の
相

違

点

を

含

む

こ
と

を

明

ら

か

に

し

た

。

こ

の
チ

ベ

ッ
ト

・
テ

キ

ス
ト

は
、

漢

文

テ

キ

ス
ト

が

末

尾

を

欠

い

て

い
る

よ

う

に
、

首

部

と
著

者

名

を

欠

い

て

い
る

。

上

山

の
考

え

で

は
、

こ

の
漢

文

テ

キ

ス
ト
が

チ

ベ

ッ
ト

訳

の
も

と

と

な

っ
た

原

文

の
増

補

校

訂

版

に
ち

が

い
な

い
。

チ

ベ

ッ
ト

訳

は

、
専

門

用

語

が
古

代

チ

ベ

ッ
ト
仏

教

の

そ
れ

で
な

い
と

こ
ろ

か

ら

、

〔訳

者

が
〕

中

国

語

に

つ
い

て
十

分

な

知

識

を

持

っ
て

い
な

か

っ
た

こ

と

の

証

明

と

な

る
。

お

そ
ら

く

チ

ベ

ッ
ト

訳

は

、
敦

煙

以
外

の
他

の
資

料

に
も

と

つ

い

て

い
る

の

で
あ

ろ

う

。

訳

文

は

、

い
く

つ
か

の
点

で

道

宣

(
↓
8

あ
冨
節
P

↓
①
①
『
)

の

『
続

高

僧

伝
』

(
硫
ミ

ぎ

o
ら
§

αq

讐
ぎ

§

斜

日

N
O
①
O
)
に

、

と

り

わ

け
中

国
禅

第

四
祖

道

信

(
日
9
♀

臨
P

α
○。
O
I

①
α
ド
)

の
伝

記

に
近

い
が

、

チ

ベ

ッ
ト
文

に

お

い

て

は

そ

の
伝

記
末

尾

が

す

べ

て
欠

け

て

い

る
。

浄

覚

は
、

『
拐

伽

師

資
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記
』

の
増
補
版
に
対
し
て
の
み
、
責
任
を
負

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
七
四
年
六
月
の
研
究
で
上
山
は
、
中
国
禅
を
取
り
上
げ
る

最
も
重
要
な
チ
ベ
ッ
ト
文
書
の
ひ
と
つ
、
ペ
リ
オ

・
チ
ベ
ッ
ト
文

㈲

書

第

一
一
六

号

を

パ
リ

で
実

地

検
分

し
、

こ
れ

を

十

一
項

目

に
わ

た

っ
て
逐

一
検

討

し

て

い

る
。

こ

の
文

書

は
、

A

・
マ
ク

ド

ナ

ル

ド
と

今

枝

由

郎

が

パ
リ

国
立

図

書

館

刊

行

物

と

し

て
、

近

く

発

表

予

定

の

『
チ

ベ

ッ
ト

資

料

選

集
』

(
Q

ご
鳶

§

栽
o
§

ミ
§

跨

勘
い
ミ
ミ
蕊

)

に
分

冊

(
第

三
分

冊

～

第

九

分

冊

)

の
形

で
、

分

け

て
収

録

さ

れ

る

は

ず

で
あ

る
。

上

山

の
第

六

分

冊

は

、

無

念

・
頓

悟

に

関

す

る

問

答
集

で
あ

る
。

こ

こ

に

は
、

龍

樹

、

菩

提

達

摩

多

羅

、

無

住

(
ud
ゲ
q
-9

)
、

降

魔

蔵

(
ゆ
飢
&

・、餌
巳

αq
覧

。・
跳
渉
も
o
)
、

》
肖
号

昌
ウ
く
o
同
、
臥

輪

(○
<
9
-ぼ
p

嶺

?
δ
q
①
ロ
)
、

摩

詞

術

、

諺
q

巴

Φ
<
㊤

(
回
)
、

そ

の
他

の
名

前

が

登

場

す

る

。

第

八

分

冊

は

、

(
再

度

、

摩

詞

街

と

無

住

を

加

え

て
)

中

国

十

八

禅

師

の

「
言

説

」

を

収

め

る

。

第

九

分

冊

は

、

ペ

リ

オ
文

書

第

二

七
九

九

号

、

第

三

九

二
二

号

、

ス
タ

イ

ン
文

書

第

五

五

三

三
号

等

々

に
漢

文

で
書

か

れ

て

い
る

智

達

(日
o
げ
①
み
帥
)
の
著

作

(
七

一
二
年

)

を

チ

ベ

ッ
ト

訳

し

た

も

の

で

あ

る

が
、

チ

ベ

ッ
ト
文

の
方

が

漢

文

よ

り

も

は

る

か

に

完

全

で

あ

る
。

こ

う
し

た

リ

ス
ト

が
相

当

部

分

、

ト

ゥ

ッ
チ

編

『
五
部

教

勅

』

(
一
九

五

八
年

、

七

〇

頁

ー

七

十

一
頁

)

に
載

っ

て

い
る

が

、

こ

の

か
な

り

後

世

の
著

作

は
、

ニ
ン

マ

(
ヵ
諏
罫

白

鋤
)

派

大

成
就

(
因
一。
σq
ω
-窪

窪

)

分

派

に

属

す

る
。

こ

の
派

に

つ
い

て

ゆ

は
、
ト
ゥ
ィ
チ
の

『
小
部
仏
典
』
∬
の
註
記
を
参
照
で
き
よ
う
。

上
山
が
検
討
を
加
え
る
の
は
、
ペ
リ
オ

・
チ

ベ
ッ
ト
文
書
第

一

一
六
号
中
に
宗
論
漢
文
書
と
の
類
似
点
を
い
く

つ
か
指
摘
す
る
東

京
大
学
の
木
村
隆
徳
の
考
察
に
対
し
て
で
あ
る
。
第
五
分
冊
に
は
、

宗
論
に
お
け
る
よ
う
な
、

一
連
の
漸
修
派
の
問

い
と
頓
悟
派
の
答

え
が
載

っ
て
い
る
が
、
類
似
点
は
文
字
上
の
こ
と
で
は
な
い
。
チ

ベ
ッ
ト

・
テ
キ
ス
ト

は
、

八
二
四
年

に
没
し
た
人
物

(道
林
、

U
Φ、午
財
β

↓
⇔
o
-目
口
)
を
挙
げ
た
り
、
八

一
四
年
以
前
に
は
使
わ

れ
た
は
ず
の
な
い
用
語
を
用
い
た
り
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

テ
キ
ス
ト
が
宗
論

(七
九
二
年
ー
七
九
四
年
)
以
降
の
も
の
に
相

違
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
後
世
の
伝
承
が
、
敦
煙
の
摩
詞
行

を
イ
ン
ド
人
達
が
論
破
し
、
チ
ベ
ッ
ト
王
が
彼

を
誤
り
と
裁
定
し

た
と
主
張
し
よ
う
と
も
、
こ
の

『
チ
ベ
ッ
ト
資
料
選
集
』
で
、
摩

詞
術
は
少
な
か
ら
ず
重
要
な
称
賛
す
べ
き
役
割
を
演
じ
て
い
る
。

上
山
が

一
九
七
五
年
の
論
文
で
再
検
討
す
る

の
は
摩
詞
街
が
宗

論
で
主
張
し
た
点
に
対
し
て
で
あ
る
。
上
山
は
、
論
敵
蓮
華
戒
が

三
篇
の

『修
習
次
第
』
(bσ
》
琶
§
寒
蕊
§
9
)
で
弁
論
し
た
点
を
比

較
検
討
し
て
、
そ
の
参
考
書
目
を
作
成
し
て
い
る
。
す
で
に
述
べ

㈲

た

よ

う

に
、

イ

ン
ド
人

達

が

異

議

を

唱

え

た

根
本

は

、
勤

行

(
寓

ぴ
o
口
昌
①
ω
o
Φ
信
く
お
ω)

を
無

視

す

べ
き

で

は
な

い
と

い
う

所

に
あ

っ

た

。
最

近

の
論
文

で
、

上

山

は

ペ
リ

オ
文

書

第

二
七

九

九

号

に
立

ち

返

っ
て

い
る
。

こ

の
文

書

の

タ
イ

ト

ル
、

す

な

わ

ち

「
頓

悟

真
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宗
金
剛
般
若
修
行
達
彼
岸
法
門
要
決
」

(も
し
く
は
、

ペ
リ
オ
文

書
第
三
九
二
二
号
で
は
、
簡
略
化
し
て

「頓
悟
真
宗
要
決
」
)
は
、

宗
論
漢
文
書
の
そ
れ
に
近
い
。
な
ぜ
な
ら
、
宗
論
漢
文
書
の
タ
イ

ト

ル
が

「頓
悟
大
乗
正
理
決
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
宗
論

漢
文
書
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
ペ
リ
オ
文
書
第
二
七
九
九
号
、

第

三
九
二
二
号

(断
簡
)、

ス
タ
イ
ン
文
書
第
五
五
三
三
号
、

龍

谷
大
学
所
蔵
文
書
第
五
十
八
号
、
北
京
文
書

誉
隷

(×
×
×
<
)

㈹

八
十
六
号
の
五
写
本
が
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト

・
テ
キ
ス
ト
は
、
九
世

紀
前
半
の
著
の
は
ず
で
あ
る
が
、
ペ
リ
オ
文
書
第
二
七
九
九
号
の

首
部
を
欠
く
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
漢
文
書

の
ほ
ぼ

一
倍
半

の
分
量
で
あ
り
、

漢
文
書

に
欠
け
る
巻
末
部
分
を
含
む
。

上
山

㈲

は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
資
料
を
緻
密
に
勘
校
し
て
い
る
。
チ
ベ
ッ

ト
語
は
、
漢
文
書
中
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
誤
り
を
訂
正
し
て
い

　

る

。

チ

ベ

ッ
ト

語

の
専

門

用

語

は
、

冨

§

謡
"
遷

ミ
愚

ミ

嵩

の
そ

れ

で

は

な

い
。
教

義

論

争

の
中

で

、
侯

莫
陳

瑛

(
出
8

午
旨
?
8
ゲ
、o
口

属
Φ
P

ユ
げ
・
=
・
.⊆
㌧
び
o
αq
-窪

Φ
口
団
①
旨
)
と

呼

ば

れ

る

居
士

と

、
智

達

禅

師

と

の
間

に

問
答

が
交

さ

れ

て

い
る

が

、
実

を
言

え
ば

、

両

者

は

同

一
人
物

で

あ

る
。

智

達

は
、

七

〇

六
年

に

没

し

た
漸

修

色

の
強

い
北

宗

禅

の
首

領

神

秀

を

師

と

す

る

以
前

の

二
〇

年

余

を
、

洛

陽

に

近

い
嵩

山

(ω
o
昌
σq
6
げ
き

)

で
過

ご

し

た

。

鈴
木

大

拙

は

、

北

宗

に

属

す

る

「
侯

莫

陳

口

決
」
(
寒

O
ミ
ーミ
O
-W
ら
ひ
》Q
§
隷
9鳥
O
ミ
8神
帖ミ
Q
)

と
題
す
る
テ
キ
ス
ト
に
関
心
を
払
っ
て
い
た
。
摩
詞
術
は
青
年
期

に
北
宗
に
属
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
特
徴

が
中
年
期
の
テ
ー
ゼ

の
中
に
か
な
り
見
ら
れ
る
と
言

っ
て
よ
い
。

〔こ
の
テ
キ
ス
ト
に

は
〕
別
の
禅
問
答
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
北
宗
の
も
の
で

あ
り
、
二
人
の
問
答
者
は
俗
名
と
法
名
で
あ

っ
て
、
同

一
人
物
に

他
な
ら
な
い
。

『
大
正
蔵
』
第
二
八
三
五
番

に
収
め
ら
れ
た
ペ
リ

オ
文
書
第
二

一
六
二
号
と
ス
タ
イ
ン
文
書
第

四
二
八
五
号
が
、
そ

れ
で
あ
る
。

上
山
が
検
討
し
た
ペ
リ
オ
漢
文
書
第
二
七
九
九
号
に
、
七

一
二
年

ゆ

十

二
月

七

日
を

日
付

と

す

る
序

文

が

あ

る
。

こ

の

日
付

は
、

山

東

省

様

州

(
↓
埠

筈

o
口

き

O
冨

苧
8
昌
σQ
)

の
知
事

で
あ

っ
た
序

文

筆

者

の
肩

書

と

同

様

に

、

著

作

が

四

川

お

よ

び

チ

ベ

ッ
ト

の
禅

に

先

ん

じ

て

い
た

こ
と

を
物

語

る
。

著

作

は

、

八
世

紀

末

の
宗

論

で

摩

詞

術

が

弁

論

し

た

テ

ー

ゼ

と

い

く

つ
か

の
点

で
類

似

性

を
示

す

こ
と

も

少

な

く

な

い
。

こ

の
テ

キ

ス
ト

の
争

点

の
中

心

は
、

「
看

無

所

処

」

(
神
、§

罎
ミ

き

自

ひ
、§

ヨ
団
巴

窓

、一
σq
舜

。・
び
ぎ

ω
)

と

い
う

用

語

に
あ

る

。

「
看

無

所

処

」

と

は

、

心

が
作

り

出
す

あ

ら

ゆ

る

妄

想

(遷
§

αq
嵐
§

oq
)
を

離

れ

て

、
時

空
間

を
超

え

て
、

徹

底

的

に
覚

め

た

目

で
心

(旨
§

Q
、妹
畠
)

を

凝
視

す

る

こ

と
を

い

　

う
。
と
こ
ろ
で
、

「
観
心
」
(播、§

魚
謡
)

の
流
儀
こ
そ
、
摩
詞
衡

が
宗
論
の
頃
に
禅
を
修
め
る
最
初
の
手
順
と
し
て
弟
子
達
に
教
え

た
も
の
で
あ
る
。

「
観
心
」
は
、
承
知
の
通
り
、
北
宗
禅
に
特
有

㈹

の

テ

ー

マ
で
あ

っ
た

が

、

こ
れ

は

ま

た

、
摩

詞

術
当

初

の
教

義

で
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も

あ

っ
た
。

そ

の
影

響

力

が
宗

論

で
弁

論

し

た

テ

ー

ゼ

の
中

に
色

濃

く

残

っ
て

い

る
。

上

山

の
論

文

は

、

チ

ベ

ッ
ト

・
テ

キ

ス
ト

の

ロ
ー

マ
字

転

写
、

そ

の
邦

訳

お

よ

び

ペ
リ

オ

文

書

第

二
七

九

九

号

、

　

そ
の
他

の
校
訂
で
終
わ
る
。

東
京
大
学
教
授
山
口
瑞
鳳
の
二
論
文
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
考

察
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
か
な
り
緻
密
な
研
究
成
果
で

あ
る
。
前
者
の
論
文
は
、
成
都
の
新
羅
僧
無
相
、
別
名
金
和
尚
を

論
ず

る
も
の
で
あ
る
。
無
相
の
生
存
は
、

『
歴
代
法
宝
記
』
に
よ

れ
ば
、
六
八
四
年
-
七
六
二
年
、

『
宋
高
僧
伝
』
に
よ
れ
ば
、
六

九
四
年
ー
七
六
二
年
と
さ
れ
る
。
無
相
に
対
し
て
山
口
は
、
シ
ナ

仏
教

の
チ
ベ
ッ
ト
移
入
に
つ
い
て
、
日
本
に
対
す
る
朝
鮮
の
そ
れ

に
近

い
役
割
を
与
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
対
応
関
係
が
余
り
強
く

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
山
口
は
、
は
じ
め
に
チ
ベ
ッ
ト
に
お

け
る
禅
の
草
創
期
を
跡
づ
け
る
が
、
歴
史
と
伝
説
を
余
り
区
別
し

て
い
な
い
。
次
に
、

『学
者
の
饗
宴
』
と
い
う
物
語
を
邦
訳
す
る

中
で
、
そ
の
形
式
が

『
バ

・
シ
エ
』

(も
ち
ろ
ん
ブ

・
ト
ン
の
)

よ
り
も
古
い
と
判
断
し
て
い
る
し
、
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
語
の

目
o
、P

警
Φ

(も
し
く
は

じ
o.二
爵
0
6
ザ
①)
を

目
⇔o
-房
2

(上
記
七
頁
)

に
置

き
換
え
て
い
る
。

㈲

山

口

の
後

者

の
論

文

の
タ

イ

ト

ル

に
あ

る

、
適
蒜
-N薦

鮪
と

い
う

言

葉

は

、
僧

院

の
長

老

、
こ

こ

で
は

バ

・
ペ

ル
ヤ

ン

(
菊
げ
p
も

し

く

は

ω
げ
餌

U
℃
巴
乱
び
楼
9

。。
"
珍

団σq
ゲ
o
舞

餌
o

ω
び
馬
)

に
当

て
ら

れ

た

　

も

の

で
あ

ろ
う

。

彼

は

は

じ

め

に

シ
ヤ

ー

ン
タ

ラ
ク

シ
タ

(ω
鋤
亭

富
罠
犀
魯

⇔
)
に
、
そ

の
後

七
七

五
年

頃

に
建

て
ら

れ

た

チ

ベ

ッ
ト
最

古

の
仏

教

寺

院

、
サ

ム

エ
寺

の
管

長

イ

エ

・
シ

エ
デ

Q

富

旨
①
巳

冨
)

に
継

い

だ

と

い
う

。

ト

ゥ

ッ
チ

は
、

バ

・
ペ

ル
ヤ

ン
が
寺

院

の
管

理
責

任

の

期

間
中

に

殖

え

た
禅

者

ら

と

交

友

関

係

に
あ

っ
た

と
報

㈹

㈲

告

し

て

い

る

が
、

山

ロ

は

こ
れ

を

『
論

蔵
』

に

収

め

ら

れ

た
小

経

論

・
書

簡

の
筆

者

、

ニ
ヤ

ン

・
ペ

ル
ヤ

ン

(
O
冨

口

U
窓

一-び
岩

斗
ω
)

と

い
う

名

前

と
混

同
し

て

い

る

の

で
は

な

い
か

と
疑

問

を
投

げ

か

　

け

て

い

る
。

チ

ベ

ッ
ト

・
テ

キ

ス

ト
は

、

ニ
ヤ

ン

・
ペ

ル
ヤ

ン
が

カ

ニ
シ

カ

王

に
宛

て

た
龍

樹

の
有

名

な

書
簡

に

似

せ

た

、

チ

ベ

ッ

ト

王

お

よ

び

そ

の
臣

下

に
宛

て

た
書

簡

の
筆

者

で
あ

る

と
強

調

す

る

が
、

カ

ニ
シ

カ
王

に
宛

て
た

の
は

マ
ー

ト
リ

チ

ェ
ー

タ

(
ζ

鋤
学

㈱

㈹

誘
o
富

の
書

簡

で
あ

っ
て
、

龍

樹

の

恥
ぎ

、
鳶
寒

ぎ

は
南

天
竺

王

鈴

冨
く
鋤
冨

錘

に

宛

て
ら

れ

た

は

ず

で

あ

る
。

山

口

に

よ
れ

ば

、

こ

の

チ

ベ

ッ
ト
書

簡

の
筆

者

は
、

中

国

人

禅

者

と

い
か

な

る
関

係

も
有

し

て

い

な

か

っ
た
。

従

っ
て
、

日
本

の
研

究
者

は
、

ト

ゥ

ッ

チ

の
引

用
文

を

吟

味

し

た
上

で
、

サ

ム

エ

の
管

長

が

バ

・
ペ

ル
ヤ

㈹

ン
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。

曹
洞
宗
の
研
究
セ
ン
タ
ー
東
京
駒
沢
大
学

の
田
中
良
昭
は
、
敦

煙
文
書
に
魅
せ
ら
れ
て
、

一
九
七
二
年
の
大
半

を
研
究
使
節
と
し

て
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
で
過
ご
し
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を

『駒
沢
大
学

　

仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
号
に
発
表
し
た
。
私
が
推
め
た
よ
う
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に
、
彼
が
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
立
ち
寄

っ
て
東
洋
学
研
究
所

の
貴

重
な
蒐
集
本
を
閲
覧
し
な
か

っ
た
こ
と
は
、
残
念
で
あ
る
。
極
め

て
有
益
な

『敦
煙
禅
宗
資
料
分
類
目
録
初
稿
』

の
最
初

の
二
分
冊

は
、
彼
の
努
力
に
負
う
。
こ
の
労
作
は
、
駒
沢
大
学
刊
行
物

の
ひ

と

つ
と
し
て
、

一
九
六
九
年
か
ら

一
九
七
六
年
に
か
け
て
四
分
冊

で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
済
み
の
各
文
書
に
は
、
緻
密

な
考
証
を
経
た
解
説
が
な
さ
れ
て
お
り
、
付
録

の
関
係
文
献

一
覧

表

は
完
壁
で
あ
る
。
そ
れ
に
伝
え
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
駒
沢
大
学

は
全

三
巻
の
浩
潮
な

『禅
学
辞
典
』
を
発
刊
予
定
と
の
こ
と
で
あ

る
。
長
年
に
わ
た

っ
て
準
備
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
難
題
の
取
り
組
み
を
新
た
に
す
る
は
ず
で
あ
る
。

文
献
解
題
の
他
に
、
田
中
は
、
僧
宗
密

(↓
。。8
σq
-日
詑

刈
o。O
l

o。自

)
が
八
三
三
年
に
編
し
た

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』

の
断
簡
に

　

関
し

て
見
事
な
研
究
を
発
表
し
た
。
宗
密
は
、
成
都
に
近
い
四
川

中
部

の
出
身
で
あ
り
、
新
羅
人
無
相
、
い
わ
ゆ
る
金
和
尚
に
潮
る

地
方
分
派
浄
衆
派
に
身
を
置
い
て
研
鐙
を
積
ん
だ
。
洞
察
力
鋭
い

著
名
な
学
士
で
あ

っ
た
。
宗
密
の

『都
序
』
は
、
唐
代
の
禅
宗
史
、

教
義

に
関
し
て
、
入
手
し
う
る
最
も
す
ぐ
れ
た
資
料
の
ひ
と
つ
で

あ

る
。
だ
が
、

『都
序
』
に
言
う
彪
大
な
編
纂
物

(百
巻
以
上
の

も

の
か
?
)
は
現
存
し
な
い
。
こ
の

『
都
序
』
に
つ
い
て
は
再
雲

華

(智
口
鴫
口
口
・げ
舞
)
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
参
照
で
き
る
。
テ
キ

ス
ト
は
、
故
宇
井
伯
寿
に
よ

っ
て
岩
然
文
庫
に
邦
訳
さ
れ
た
が
、

近
年
鎌
田
茂
雄
が
宋
明
版
に
依

っ
て
『
禅
の
語
録
』
叢
書
第

一
〇
冊

目
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。
ま
た

『大
正
蔵
』
第
二
〇

一
五
番
に

載
る
テ
キ
ス
ト
は
、
原
則
的
に
雪
堂
刊
行
本

に
依

っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
台
北
の
国
立
中
央
図
書
館
に
は
、
間
違
い
な
く
北

京
を
経
由
し
た
敦
煙
将
来
の
断
簡
が
現
存
す

る
。
こ
れ
は
、
牧
田

諦
亮
が

一
九
六
九
年
六
月
に
東
京
大
正
大
学

に
寄
稿
し
た
台
北
の

文
書
類
に
関
す
る
報
告
書
に
も
、播
重
規

(勺
、碧

↓
9
0
ロ
αQ
キ
oq
Φ
一)

㈹

が

、、砺
§
吏
&
ミ
ミ
も
§
、、
に
掲
載
し
た
論
文

に
も
、
さ
ら
に
台
北

の
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
稀
観
本
目
録
増
補
版
に
も
、
そ
の
所
在

が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
断
簡
で
あ
る
。
田
中
は
、
東
洋
文
庫
が
受

領
し
た

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
注
意
深
く
検
討
し
て
、
第
八
九

一

六
号
が

『都
序
』
の
後
半
全
部
で
あ
る
と
認
定
し
た
。
こ
れ
と
前

ゆ

後
し
て
、
溜
重
規
も
ま
た
雑
誌

『敦
煙
研
究
』
で

『
都
序
』
に
触

れ
、
文
書

の
テ
キ
ス
ト
が
正
し
く

『大
正
蔵
』
第
二
〇

一
五
番
に

当
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
溜
重
規
が
国
立
科
学
研
究
所

(敦
燈
文

書
研
究
班
)
か
ら
入
手
し
た
テ
キ
ス
ト
の
複
写
本
は
、
約
30
セ
ン

チ
×
40
セ
ン
チ
角
の
九
葉
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
文
字
が
約

二
〇
〇
行
あ
り
全
体
で
ほ
ぼ
五
〇
〇
〇
文
字
と
な
り
、
し
か
も
明

ら
か
に
同

一
人
の
筆
蹟
で
あ
る
。
こ
の
テ
キ

ス
ト
は
、
鎌
田
版
が

分
け
た
五
十
八
段
の
内
、
最
後
の
七
毅

(五
〇
段
の

一
部
を
含
め

て
、
五
十
二
段
か
ら
五
十
八
段
ま
で
)
に
相
当
す
る
。

こ
の
宗
密
の

『都
序
』
後
半
部
は
、
大
乗

と
禅
に
関
す
る
極
め
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て
難
解
な
論
義
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
特
に
菩
提
達
摩
、
求
那
嚴

菌

戯

な

な

陀

羅

(
Ω

⊆
昌
鎚
び
ゲ
⇔
自
同
⇔
"

ω
Φ
卜
-

心
①
oQ
)
、

恵

稠

(
出
2

①
算

畠

.o
o
二

心
c。
O
i

α
①
O
)
、
恵

能

(
①
GQ
Q◎
ー

§

らo
)

と

同

時

代

の

臥

輪

(
Z

αq
9

δ
器

口
)
、

盧

山

の

慧

遠

(
=

o
q
①
堕
団
舞

炉

ω
ω
蒔
ー

凸

①
)
、

あ

る

い

は

ま

た

志

釘

唱
岬

公

(↓
畠
o爵
8
ぴq)
、
傅
大
士

(国
o
¢
富
6
げ
o)
、
王
梵
志
(芝
p
u
σq

雷
ロ
・零
ゲ
①
)
な
ど
と
い
っ
た
年
代
(六
世
紀
-
九
世
紀
)
の
不
確
か

な
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
俗
語
使
用
の
詩
人
達
が
登
場
し
て
い
る
。

最
後

の
タ
イ
ト
ル
は
、
文
書
も
宇
井

・
鎌
田
版
も
同
じ
く

「禅
源

諸
詮
集
都
序
巻
下
」
で
あ
る
が
、
文
書
だ
け
は
、

「圭
峰
大
師
諸

鯛

詮
集
」
と
い
う
タ
イ
下
ル
の
も
と
に
宗
密
の
長
い
著
作
目
録
を
付

す
。
す
な
わ
ち
、
経

・
律

・
論
の
解
説
、
解
釈
集
、
テ
キ
ス
ト
解

題
、

一
覧
表
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
目
録
は
、
そ
れ
自
体
が
示
す
よ

う
に
、

『
都
惣
二
百
五
十
巻
図
』
を
構
成
す
る
四
〇
余
の
著
作
を

数
え
る
。
こ
の
数
は
、
今
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
程
の

多
さ

で
あ
る
。
こ
の
目
録
の
中
に
は
、
特
に
『禅
源
諸
詮
集
都
序
』

二
巻
と

『
集
禅
源
諸
論
関
要
百
三
十
巻
』

(田
中
が
読
む
よ
う
な

「開
」

で
は
な
い
)
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
田
中
が
考
え
る
よ
う
に
、

こ
の
タ
イ
ト
ル
は

『都
序
』
と
関
係
あ
る
編
纂
物
に
当
て
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

『
唐
書
』

の

「書
誌
」
に
よ
れ

ば
、

『禅
源
諸
詮
集
』
は

一
〇

一
巻
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

巻
末
に
、

「後
周
、
九
五
二
年
四
月
十
日
」
と
い
う
筆
録
者
の

コ
ロ
ホ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
何
に
当
て
ら
れ
た
も
の

か

は
不

明

で
あ

る
。

お

そ

ら

く
宗

密

以

外

の
他

の
著

作

に
当

て
ら

れ

た
も

の

で
あ

ろ

う
。

「
漢

大

師

智

清

」

(
↓
跨

o
-冨
.貯
σq
"
αQ
舜
巳

ヨ
鉱
曾
Φ

伽
①
ω
国
帥
口
)

と

い
う
名

の
筆

録

者

は
、

他

所

で
は

全

く

働

知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

「従
京
来
」
(<
Φ
謹

傷
巴
餌
$
嘗
巴
①)
と

し
て
姿
を
あ
ら
わ
す
。
問
題
の
著
作
、

『大
乗
禅
門
要
録

一
巻
』

も
同
じ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
宗
密
以
降
の
テ
キ
ス
ト
に

間
違
い
な
い
。
九
五
二
年
と
は
、
宗
密
没
後

一
世
紀
以
上
の
こ
と

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
唐
代
禅
宗
史
の
根
本
資
料

姻

の
ひ
と
つ

『祖
堂
集
』
が
福
建
省
泉
州
で
完
成
し
た
の
は
、
興
味

深
い

一
致
点

で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
コ
ロ
ホ
ン
が
禍
い
し
て
、
初

期

の
文
献
学
者
達
は
、
こ
の
台
北
文
書
中
の
宗
密
の

『
都
序
』
最

末
部
分
に
気
づ
か
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

従

っ
て
以
上
が
、
シ
ナ
仏
教
す
な
わ
ち
禅
宗
が
イ
ン
ド
仏
教
と

論
争
し
よ
う
と
し
た
宗
論
以
前
の
半
世
紀
間
に
、
い
か
な
る
状
況

下
に
お
い
て
チ
ベ
ッ
ト
に
導
入
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
貴
重
な
洞

窟
文
書
が
も
た
ら
し
た
い
く

つ
か
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

文
書
の
資
料
価
値
は
、
チ
ベ
ッ
ト
に
対
す
る
イ

ン
ド
の
影
響
力
が

決
定
的
と
な

っ
た
段
階
に
な

っ
て
作
ら
れ
た
チ
ベ

ッ
ト
年
代
誌
す

べ
て
に
先
ん
じ
て
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
チ
ベ

ッ
ト
資
料
に
は
、

ど
れ
に
も
こ
れ
に
も
チ
ベ
ッ
ト
成
立
を
際
立
た
せ
る
伝
説
的
要
素

が
浸
み
込
ん
で
い
る
。
偉
大
な
南
隣
国

〔イ
ン
ド
〕
に
到
る
ま
で
、

存
在
し
な
い
が
故
に
目
立

つ
歴
史
性

の
意
味
を
、
こ
れ
ら
の
教
化
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を
受
け
た
山
岳
民
族
か
ら
ど
の
よ
う
に
期
待
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
お
そ
ら
く
日
本
の
疲
れ
を
知
ら
な
い
若
い
チ
ベ
ッ
ト
研
究
者

達

が
何
ら
か
の
総
括
的
判
断
を
下
す
に
足
る
よ
う
な
資
料
に
取
り

組

ん
で
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
私
は
今
だ
そ
れ
ら
を
彼
ら
の
書

物

に
見
い
出
さ
な
い
し
、
ま
た
敢
て
自
か
ら
そ
れ
に
着
手
す
る
ほ

ど
の
能
力
も
な
い
。
少
な
く
と
も
こ
の
不
完
全
で
ま
と
ま
り
の
な

い
冒
頭
の
摘
要
が
、
敦
煤
文
書

の
提
供
す
る
資
料

の
豊
か
さ
を
証

明
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
同
学
者
の
研
究
を
知
ら
な
い
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
史
家
に
、
い
く
ら
か
の
目
印
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

幸

い
で
あ
る
。

一
九
七
八
年
六
月
ー
七
月

〔引

用

及

び

参
考

文

献

〕

ω

U
Φ
巨

曾

出
『

(
勺
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噂
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署

①
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§
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目
噂
鵠
ω
ρ

押

竈

・

心
ω
1
お

●

拙

訳

「達

摩

多

羅

論
」

『
禅

文

化

研
究

所
紀

要

』

第

十

二
号

、

一
九

八
〇

年

。

②

網
。
伽q
鋤
畠

鑓
げ
言

巨

畠
①

ω
蝕

σq
訂

門蹄

招

"

bd
肉
鵠

P

×
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く
讐

や
℃
β
ω
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⑩
ー

お

①
・

③

§

匙
二

℃
.
&

●

㈲

「
語
録

」

と

い
う

用

語

は
、

九

八

八
年

の

『宋

高

僧

伝

』

以

降

の

こ
と

で
あ

ろ

う

。

『通

報

』

一
九

七
〇

年

、

八

十

七

頁
参

照

。

㈲

『
大
正
蔵
』

B
、
五
四
六
頁
。

ラ
モ

ッ
ト
訳
第
五
章
二
三

二
頁
ー

二
四
七
頁
。

⑥

U
①
巳

曾

謹
①
(
沖
)
》
密

ら
§
ミ

偽
§

ト
ぎ
ぷ

評

募

い

HO
ζ。ド

℃
や
・
零
1
α
。。
岡
昌
9
ρ

中
川
孝

「禅
宗
史
研
究
資
料
と
し
て
の
拐
伽

師
資
記

の
内
容
」

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

一
九
六

一
年
、
第
九
巻

一
号
参
照
。
殉
馬
§

偽
ミ
い
Nき
oq
、
愚

ミ
ゆ
§

譜

笥き
§
ミ
薦
黄

℃
碧
尻

1
い
帥
=
僧
団
p

昌
。
ざ
ω
に
要
約
。

⑦

田
中
良
昭

「
『
四
行
論
長
巻
子
』

雑
録

の

一
異
本
」

『宗

学
研
究
』

第
十
三
号
、

一
九
七

一
年
、
三
十

六
頁
ー

三
十
九
頁
。

⑧

柳

田
聖
山

『
達
磨

の
語
録
』

一
九
六
八
年

十

一
月
、
十
九
頁
1

二

〇
頁
。

⑨

田
中
良
昭

「
敦
煙

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』

の
残
簡

に

つ

い

て
」

『印
度
仏
教
学
研
究
』
第

二
十
五
巻

一
号
、

一
九
七

六
年
、

一
〇

七

頁
-

一
一
二
頁
。

⑩

沖
本
克
己
「
チ
ベ

ッ
ト
訳

『
二
入
四
行
論
』

に
つ
い
て
」
『印
度
学

仏
教
学
研
究
』
第
三
十
四
巻

二
号
、

一
九
七
六
年
、
九

八
九
頁
i

九

九

二
頁
。
小
畠
宏
允

「
チ
ベ

ッ
ト
の
禅
宗
と

『
歴
代
法
宝
記
ヒ

『禅

文
化
研
究
所
紀
要
』
第
六
号
、

一
九
七
四
年
、

一
五
九
頁
-

二

企

頁
。
同

「
ペ
リ
オ

・
チ
ベ

ッ
ト
第

一
=

ハ
文
献

に
見
え

る
諸
禅
師
の

研
究
」

『禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
八
号
、

一
九

七
六
年
、
十
二
頁

-
十
四
頁
。

ω

『
通
報
』

一
九
七
〇
年
、

八
十
二
頁
参
照
。
冒
頭
部

の
仏
語
訳
は
、

「
付
論
」
四
十
七
頁
-
四
十
八
頁

に
あ

る
。

⑫

『
通
報
』

一
九
七
〇
年
、
八
十

一
頁
参
照
。
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03

「付

論
」
四
十
七
頁
参
照
。

σφ

中
国
、
朝
鮮
で

溶
一白

と
発
音
す

る
と

こ
ろ
か
ら
彼

の
別
名
は
金

和
尚

(日
帥
罵

Φ
内
一日
ー
囚
ぽ

ぎ
-き
§

晦
)
で
あ

る
。
下
記

〔原
文
〕

十

一
頁
及
び

『
大
正
蔵
』
第
二
〇

六

一
番
、
医
、
八
三
二
頁
b
参
照
。

⑮

引
用
は
四
〇
回
近

い
。
小
畠
、

一
九
七
四
年
五
日
、

一
四
二
頁

に

よ
れ
ば
、
五
〇
数

回
で
あ

る
。

⑯

柳
田

『
歴
代
法
宝
記
』
三
十

扁
頁
以
下
。

近
藤
良

一

「『
歴
代
法

宝
記
』
の
諸
写
本

に
つ
い
て
」

『印
度
学
仏
教
学
研
究
』

一
九
七
三

年
三
月
、

二

一
巻

二
号
、
八
二
〇
頁
ー

八
二
五
頁
。
田
中
良
昭
「
前
掲

論
交
」。

小
畠
宏
允

「
前
掲
論
文
」

一
九
七
四
年
、

一
四

一
頁
参
照
。

⑰

矢

吹
慶
輝

『
鳴
沙
余
韻
』

一
九
三
〇
年
、

一
九
三
三
年
。

『
中
国

学
文
献
雑
誌
』
第
四
～
五
合
冊
号
、

一
四
五
頁
。

『同
書
』
第
六
号
、

七
〇
頁
。

⑱

田
中

「前
掲
論
文
」、

一
九
七

六
年
、
十
三
頁
-
十
四
頁
。

⑲

『宗
論
』
十
四
頁
-

十
五
頁
参
照
。

⑳

『宗
論
』
十
四
頁
、

二
八
三
頁
註
4
、

三
五
七
頁
。

⑳

四
四
三
年
求
那
駿
陀
羅

訳

『
大
正
蔵
』
第

二
八
三
七
番
。

『
中
国

学
文
献
雑
誌
』

一
九
六

一
年
、
第
七
〇
三
号
。

イ
ソ
ド
公
使
館
蔵
チ

ベ

ッ
ト
訳
文
に

つ
い
て
は
、
ヴ

ァ
レ
ー

・
プ

サ
ソ
の

『
前
掲
書
』
第

七

一
〇
号

一
二
。

一
九
六
八
年

の
上
山
論
文
。

『通
報
』

一
九
七
〇

年
、
四
十
六
頁
ー
四
十
七
頁
。
下
記

〔
原
文
〕
九
頁
。

一
九
七
三
年

三
日

の
上
山
論
文
参
照
。

⑳

↓
口
8
一噂
(P
)
●
ミ
§
ミ

切
§
匙
職
ミ
畏

臼
偽§
3

勺
碧
仲

目
り
H
O
切
Q。
り

℃
℃
。
①
◎。
ー
H
O
bΩ
.

㈲

目日
器

号

(
く
.)
鴇
b
o
ミ

ミ
§

騎

誌
隷

、ミ
蕊

§

『
ミ

§

-ぎ

袋
§

αq

8

昌
8
ヨ

伽
暮

げ

O
o
昌
o
一一〇

山
口

日
ま
o
計

き

り
O
O
い
○
一
同r

μ
O
蕊

"

や

H
卜。
①
●

⑳

『宗
論
』
十
頁
註

及
び
三
五

六
頁
。
ト

ゥ
ッ
チ
編
訳
、

一
九
五
八

年
、

一
一十
四
頁
。

『
ア
ジ
ア

・
ジ

ヤ
ー
ナ
ル
』

一
九
五
八
年
、
四
八

八
頁

の
書
評

に
あ
る

ス
タ
ー
ソ
の
見
解
参
照
。

㈲

『
宗
論
』

一
八
八
頁
註
及
び
三
七
七
頁
参
照
。
小
畠
が

一
九
七
四

年

の
論
文

一
四
九
頁
b
I

一
五
〇
頁

a
で
、
ど

の
よ
う
に
考
え
よ
う

と
も
。

㈲

『
宗
論
』
三
〇

八
頁
註
参
照
。

鋤

ρ

崩●
団
2

閑
o
昌
σq
-窯
碧

鯨

寄

瀞
§
αq
-ぎ
§

§
§
・ぎ
§

隻
§
-

鳶
亀
§
旨

ミ
ミ

も
§

"
<
o
一●
<
目
讐
炉

隷

P

H
零
9

小
畠
は

こ
の

論
文
を
知
ら
な
か

っ
た
。
す
ぐ
れ
た
チ
ベ

ッ
ト
研
究
者
佐
藤
長
は
、

最
近

の
著
書

『
チ
ベ

ッ
ト
歴
史
地
理
研
究
』

(東
京
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
八
年
五
月
二
十

二
日
刊
)
で
、

「
四
川
路
」

に
触
れ
、
続
編

で
こ
れ
に
言
及
し
た

い
と
述

べ
て
い
る

(
四

二

頁
、
四

二
九
頁
註
)
。

鱒

『
.ハ
・
シ
エ
』

(
小
畠
か
ら
の
引
用
、

一
九
七
四
年
、

一
四
三
頁
)
。

『学

者

の
饗

宴
』

(ミ

奪

毯

も
ミ

壽

9
.之

§

嫡
9

額
.。磯
§

恥
-N轟

)
。

こ

の
書

は

十

六
世

紀

中

葉

の

日
付

を
有

す

る

が
、

そ

の
内

容

の

い
く

ら

か

が

『
バ

・
シ

エ
』、

『プ

ト

ン
仏

教

史
』

(b噂
袋
-笥
§

)

に
載

っ
て

い
る
。

山

口
瑞

鳳

「
チ
ベ

ッ
ト
仏

教

と

新

羅

の

金
和

尚

」

『新

羅

仏

教

研
究

』

一
九

七

三
年

、

九

頁

ー

十

一
頁

に

訳
文

が

あ

る
。

。
歴

ζ

帥
a

8

巴
匹

(〉
・)
噂
亀

二

..ζ

亀
冒

ゆq
Φ
ω
い
巴
8

、、
肉
ミ
§

勉
識
い
竪

鷺
§
禽

§

ミ
魯

恥
昏
甘

ミ
転ミ
。
篤鳶

§

ミ

ミ

ミ
ミ

ト
ミ
§

暢
℃
碧

剛9
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H
O
コ

憎
℃
℃
●
ω◎。
Oー

ω
Q。
μ
.

⑳

も

し
く

は

ζ

Φ
幡

P

日
。
甲
旨
σq
ρ

8
8

0
昌

{①
信
・
確

か

に

ζ
⑦
-

日
σq
。

は
、

『宗

論

』

(
四

十

一
頁

参
照

)

の
際

、
摩

詞

街

が

原

因

で

忠

誠

の
し

る

し

に

「
頭

に

や

け
ど

」
し
た

人

物

で
あ

る
。

。
h
.
留

風
P

涛
勇

.
お
①
P

℃
●
H
ド

山

口
瑞
鳳

「前
掲
書
」

一
九
七
三
年
、
九
頁
。

ω
け①
冒

(
菊
・鋭

)
噂
園
馬
き

ミ
き

恥
笥
笥ミ

N、愚

愚

§

恥こ

恥
い
ミ

§

§

↓
暮
ミ
岡
℃
霞

一ωし

≦
口
。。
価
o
O
三

日
o
艮

噛
H
霧
P

℃
.
お

9

㈹

愚

・
寓
馬
●り
℃
.
ω◎。
O
l
ω
◎。
H
①
一
p

8

9

㈱

暮
ミ
ニ

℃
℃
●
ロ。
◎。
「

㈲

↓
g

9

(
ρ

)
讐
愚

●
9
妹二

竈

●
①Q。
Φ
一
◎。
H

㈱

↓
ゲ
。
臼
器

(
男

芝

●)
.
臼
遠
ミ
§

ト
ミ

ミ

遂

『
§

跨

§

匙

b
象

零

§
§

章

一
曽
お

GQ
α
も
●
c◎
野

㈲

「守

一
」

と

は
、

あ

ら

ゆ

る
複

合
性

・
異

質

性

を

一
つ

に
す

る

の

意

。

㈲

こ

の
点

に

つ
い

て

は
、
吉

岡

の

二
論

文

『
道

教

と
仏

教

』

東

京

、

一
九

七

六

年
、

二

八

七
頁

⊥

ご
五

一
頁

を

参

照

の

こ
と
。

働

小

畠

「前

掲

論

文

」

一
九

七

七
年

、

四

二

二
頁

以
下

。

柳

田

『
前

掲

書
』

一
九

六
七

年

、

二

九

七
頁

-

三

〇

三

頁

参

照
。

爾

こ

の
点
を

二
十

五

年

も

前

に
拙

著

『
ラ

サ
の
宗

論
』

で
指

摘

し

た
。

こ

の
過

程

で
、

政

治

が

一
つ
の

役
割

を

果

し
、

こ
れ

を

修

史

官

が

見

事

に

カ

モ

フ
ラ

ー

ジ

ユ
し

た

点

を
考

慮

に
入

れ

る

べ
き

と

考

え

て

い

る
。

働

小

畠

「前

掲

論

文

」

一
九

七

四
年

、

一
五

〇

頁
。

㈹

吉

岡

義
豊

「前

掲

論

文

」
東

京

、

東

洋

文

庫
、

一
九

六

九

年
、

九

頁
。

㈲

小
畠

「前
掲
論
文
」

一
九
七
四
年
、

一
五
〇

頁
ー

一
五
三
頁
b
。

㈱

没

年
は
、

『
大
正
蔵
』
第

二
〇
七
五
番
、
、

一
八
五
頁

a
に
よ
れ

ば
、

七
六
二
年
。

『
大
正
蔵
』
第

二
〇
六

一
番
、
X
K
、
八
三
二
頁

に
よ
れ
ば
、
七
五
六
年
。
節
度
使
杜
鴻
漸
が

四
川

に
赴
任
す
る
少
し

前
に
締
結

し
た
唐
吐
蕃
和
議

(
七
六
五
年
)
の
頃

で
あ

っ
た
。
柳
田

『前
掲
書
』

一
九
六
七
年
、

二
八
五
頁
参
照
。

㈹

ω
8
ヨ

(ヵ
・》
●)
り
愚

●
9
計

お
①
ど

娼
●
<

㈹

小
畠

「付
論
」
、
柳
田
版

『歴
代
法
宝
記
』

三
二
六
頁
-
三
二
八

頁
。

㈲

小
畠

「
チ
ベ
ッ
ト
の
禅

宗
と
蔵
訳
偽
経
に

つ
い
て
」

『
印
度
学
仏

教
学
研
究
』
第

二
十
三
巻

二
号
、

一
九
七
五
年

三
月
、
六

六
七
頁
-

六
六
八
頁
。

㈲

8

s

け
包

o
σq
ロ
Φ

卜
翫
§

却
ミ

ーミ

犠
●

び
α
・
ピ
巴

o
～

き

り

μ
O
紹

●

㈲

小
白
田
「
前
掲
論
文
」

一
九
七

五
年
、
六
六
八
頁
。

㈹

小
畠

「古
代

チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
頓
門
派
の
流
れ
」

『
仏
教
史
学

研
究
』
第
十
八
巻
二
号
、

一
九
七
六
年
二
月
、

五
十
八
頁
ー
八
十
頁
。

㈲

小
畠

「
ペ
リ
オ

・
チ
ベ

ッ
ト
第

一
=

ハ
号
文
献

に
見
え
る
諸
禅
師

の
研
究
」

『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』

第
八
号
、

一
九
七
六
年
八
月
、

一
頁
ー
三
十

一
頁
。

㈹

「
不
思
」
(辱
ミ

ー題
§
)
、
「無

心
」
(§
蹄
ミ
ぎ

～
)
、
「
不
観
」
(
㌧
ミ

趣
§

§

)
、

「無
憶
」

(犠
§
§

論
却
ミ
合
層
)
。

『宗
論
』
七
十
八
頁
-

八
十
頁
参
照
。

㈲

小
畠

「
前
掲
論
文
」
四
頁
ー
十
二
頁
。
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劒

小
畠

「
前

掲

論

文
」

十

二

頁

一
三

十

一
頁

。

鰯

龍

樹

は

同

じ
く

『
大

正

蔵

』

第

一
六

五
四

番

に
収

め
ら

れ

た

敦

燵

の
偽

経

の
作

者

と

さ

れ

る
。

㈱

一ヨ
器

審

(ド

)
嘘
U
o
2

ヨ
o
簿

。。
ユ
ま

富
一口
吻
傷
①
↓
o
器

昌
出

o
信
角
昌
㈹

8

ロ
8

ヨ

§

紳
げ

O
o　
o自
o
山
口

↓
一ぴ
①
計

き

u
O
O
い
臼

一H
噂
一
り
胡

り

℃
勺
D
旨
α
i
置
①
・

㈲

原
田
覚

「頓
悟
大
乗
正
理
決
の
妄
想
説

に
つ
い
て
」

『
印
度
学
仏

教
学
研
究
』
第

二
十

五
巻

二
号
、

一
九
七
七
年
三
月
、

二
三
四
頁
i

一
コ
ニ
七
頁
。
彼

は
東
京

の
東
洋
文
庫

チ
ベ

ッ
ト
学
会
の

メ
ソ
バ

ー
の

ひ
と
り

で
あ
る
。

鱒

た
と
え
ば
、
蓮
華
戒

『
修
習
次
第
』

㈲

U
o
ヨ
審
く
崖
。
(
勺
・)
"
O
ぎ
§

叙
、無
ミ

翁

ぽ
ミ

駄
ミ
嶋
§
3

『
仏

教
学
研
究

論
集
』
)
℃
・
ω
b。
↑

長
部
好

一

「
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
と
禅
」

『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
第

一
号
。

こ
れ
を
原
田
覚
が
引
用

し
て
い
る
。

鰯

「
想
」

は
意
識
さ
れ
た
思
念
、

「
相
」
は
客
観
的
決
定
を

い
う
。

⑲

ζ
・
竃
三
一臼
●
(ひ
F
)
μQ。Q。
H
》
×
一く
噂
℃
・
メ

一び
一自
●讐
く
噛
℃
●
N
b。
・

㈹

鳩

摩
羅
什
訳

『
大
正
蔵
』
第

二
一二
五
番
。
菩
提
流
支
訳

『
大
正
蔵
』

鯖弟
一
=
二
山ハ
釆
口。

㈹

真
諦

訳

『
大
正
蔵
』
第

二
三
七
番
。
義
浄

訳

『
大
正
蔵
』
第

二
三

九
番
。
玄
婁
訳

『
大
正
蔵
』
第

二
二
〇
番
。

㈲

胡
適
編

『
神
会
和
尚
遺
集
』
上
海
、

一
九
三
〇
年
。

爾
W

百
陣
田四
「
前
掲
論
文
」
一
=
二
五
一自
↑

一
=
ご
山ハ
百
ハ。

『
古不
訟
㎜
』
}血
⊥コ
一
一

頁
註

1
、

五
十
三
頁
註
4
、
七
十
六
頁
註
8
。

働

や
.
二
び
・
0
8
り
艶
6

H
ミ

o
け
ω
O
幽
●

⑳

木
村
隆
徳

「
宍
鋤
ヨ
巴
鋤
.ω
一富

作
金
剛
経
広
註

の
敦
煙
出
土
チ
ベ

ッ
ト
写
本
」

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第

二
十
四
巻

一
号
、

一
九
七

五
年
、

二
三
七
頁
ー
二
四

一
頁
。

㈹

浄

覚
著

『
大
正
蔵
』
第

八
三
七
番
。
柳

田
に
よ
れ
ば
、
六
八
三
年

-
七
五
〇
年
生
存
。
唐

の
武
后

の
次
兄
。

㈲

『宗
論
』
十
六
頁
。
小
畠

「
前
掲
論
文
」

一
九
七
六
年
、

八
頁
参

照
。

鰯

七
四
三
年
没
。

『宗
論
』

一
六

一
頁
。

『通
報
』

一
九
七
〇
年
、

八
十
五
頁
。

『
仏
教
学
研
究
論
集
』
三
四
四
頁
ー
三
四
五
頁
参
照
。

⑲

中
国
語
で
は
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ

る
。

㈹

こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
上
山

「
前
掲
論
文
」

一
九
七
五
年

を
参
照

の

こ
と
。

⑪

『
小
部
仏
典
』
、

四
十
五
頁
以
下
、

六
十
四
頁
以
下
、

一
〇

二
頁

以
下
の
註
記
。

『
通
報
』

一
九
五
八
年
、
四
〇
三
頁
参
照
。

ト

ゥ
ッ

チ
が

『
五
部
教
勅
』

一
九
五
八
年
、
四
〇
三
頁
で
述

べ
た
特
別
研
究

が
発
表
さ
れ
た
か
ど
う

か
は
不
詳
で
あ

る
。

⑫

木
村
隆
徳

「敦
煙
出
土

チ
ベ

ッ
ト
文
写
本

勺
。
罠
9

目
①
研
究
、

そ
の

一
」

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第

十
九
巻
二
号
、

一
九

七

一
年

一ご
月
、

山ハ
一
一
頁
-

山ハ
一
五
頁
。

⑱

『修
習
次
第
』
第
三
篇

に
つ
い
て
は
、
一
島
正
男

「切
冨

く
o
口
欝
冨
ヨ
櫛

第

三
篇

に
つ
い
て
」

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
十

一
巻

一
号
、

一
九
七

二
年
十
二
月
、

二
二
六
頁
ー

二
ご
七
頁
。

㈲

上
山

「
チ
ベ
ッ
ト
訳

『
頓
悟
大
乗

正
理
決
』
の
研
究
」

『
禅
文
化
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研
究

所
紀
要
』
第
八
号
、
補
遺
分
冊
、

一
九
七
六
年
、
三
十
三
頁
ー

一
〇

三
頁
。

⑮

ペ
リ
オ
チ
ベ
ッ
ト
文
書
第

=

六
号
、
第
九
葉
、
六
十
八
行

目
ー

一
一
九
行

目
。

⑯

上
山

「
前
掲
論
文
」

一
九
七
六
年
。
漢
文
書
、
三
十
四
頁
ー
三
十

六
頁
。
パ
リ
ナ
文
書
第

一
=

ハ
号
、
三
十
六
頁
。
校
合
、
三
十
六
頁

ー

四
十
五
頁
。

チ
ベ

ッ
ト

・
テ
キ
ス
ト
の
特
殊
な
文
字

(綴
字
法
、

専
門
用
語
、
奥
付
)
、

四
十
五
頁
i
六
十
五
頁
。

㈲

一9
ミ

§

趣
建
セ
§
愚
ミ
識

の
チ
ベ

ッ
ト
訳
は
、

ト

ゥ
ッ
チ
の

『
小
部

仏
典
』
H
、
四
十
六
頁
註

1
に
よ
れ
ば
、

八

一
四
年
頃
か
ら
始

め
ら

れ
、
ま
た
香
川
孝
雄

「ζ
聾

縛
巻

6
鋤隷

の
編
纂
年
代
考
」

『印
度

学
仏
教
学
研
究
』
第
七
巻

一
号
、

一
九
五
八
年
十

二
月
、

=

ハ
○
頁

i

一
六

一
頁
に
よ
れ
ば
、

八
二
四
年
頃
に
完
成

し
た
と
さ
れ

る
。

㈱

田
中

「前
掲
論
文
」

一
九
七

四
年
三
月
、

四
十
九
頁
。
拙
著

『仏

教
学
研
究

論
集
』

一
九
七
三
年
、
三
四
五
頁
ー
三
四
六
頁
参
照

の
こ

と
。

09

田
中

「前
掲

論
文
」
四
十
八
頁
。

㈹

こ
の
日
付
は
、
七
五
六
年

ま
で
在
位
し
た
玄
宗
皇
帝
の
即
位
三

ケ

月
後
の
開

元
元
年
十

一
月
五
日
の
こ
と
で
あ

る
。

㈹

『
宗
論
』
付
論
三
四
八
頁
以
下
。
中
国
語

サ
ソ
ス
ク
リ

ッ
ト
の
用

語

に
つ
い
て
は
、

『
同
書
』
索
引
、

「
無
思
」

の
項
を
参
照
。

幽

『
仏
教
学
研
究
論
集
』

三
四
六
頁
お
よ
び
註
を
参
照
の

こ
と
。

鮒

チ
ベ

ッ
ト

・
テ
キ
ス
ト
の

ロ
ー

マ
字
転

写

(上
山

「
前
掲

論
交
」

七
十

二
頁
ー
七
十
九
頁
)
、
邦
訳

(
七
十
九
頁
ー

一
〇
三
頁
)
。

鴎

山

口

「
前
掲
論
文
」

一
九

七
三
年
三
月
。

㊧

『
大
正
蔵
』
第

二
〇

七
五
番
、
1
、

一
八
五
頁

a
。

⑳

『
大
正
蔵
』
第

二
〇

六

一
番
、
、

八
三
二
頁
。
上
記
三
頁
参
照
。

㈲

パ

・
パ
ル
ヤ

ソ
に

つ
い
て
は
、
山
口

「菊
ぴ

ご
σq
。。

H
bd
帥

傷
勺
巴

傷
び
饗

冴

-び
ω
帥
ヨ
噛
畠

宗

論
を
め
ぐ
る

一
問
題
」

『
平
川
影
博

士
還

暦
記
念
、
仏
教
に
お
け

る
法

の
研
究
』

所
収
、

一
九
七
五
年
、

六
五

六
頁
i

六
五
七
頁
の
註
。
山

口

「前
掲
論
交
」

一
九
七
三
年
、

十
九

頁
。

ト

ゥ
ッ
チ

『
前
掲
書
』

五
十

六
頁
-

五
十
七
頁
参
照
。

ト

ゥ
ッ
チ

『
前
掲
書
』

五
十
九
頁
。

㈲

北
京
本
第
五
〇
八
二
号
以
下
。

ト
ゥ
ッ
チ

『
前
掲
書
』

一
四

一
頁
。

ト

ゥ
ッ
チ

『
前
掲
書
』

一
四

一
頁
。

鋤

。剛
●
ω
・
い
曾

辞

き

讐
δ

ω
ρ

署

●
目
O
一
ー

=

け

『
大
正
蔵
』
第

一
六
七
二
番
ー

一
六
七
四
番
。

山

口
は
す
で
に

一
九
七
三
年

の
論
文

(
十
九
頁
-
二
十
二
頁
)

で
、

こ
の
問
題
を
取
り
上
げ

て
い
た
。

田
中

「
イ
ギ
リ

ス

・
フ
ラ
ン
ス
留
学
記
」

『
駒
沢
大
学

仏
教
学
部

論
集
』
第
三
号
、

一
九
七
二
年
十
二
月
、

一
五
六
頁
-

一
六
四
頁
。

田
中

「
禅
源
諸
詮
集
都
序

の
残
簡
に

つ
い
て
」

『
印
度
学
仏
教
学

研

究
』
第

二
十
五
巻

一
号
、

一
九
七
六
年

十
二
月
、

一
〇

七
頁
ー
、

一
=

一頁
。

『
通
報
』
第
五
十
八
巻
、

一
九
七
二
年
、

五
十
三
頁
。

鋤

宇
井
伯
寿

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
岩
波
交
庫
、
第

一
版

(
一
九

二

五
年
)
、
第

二
版

(
一
九
三
九
年
)
。

も
し
く

は
、
牧
田
諦
亮

「台
北
中
央
図
書
館

の
敦
燵
経
」

『印
度
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学

仏

教

学

研
究

』

第

十

七
巻

二
号

⑳

勺
、碧

日
畠

8

αq
肉

o
ロ
o
一矯
囚
。
ぎ

-一=

畠

§

σq
-旨

昌
σq

ま

雫
。
『
。
信
-

ざ

§

目

吻。

冨
.き

αq

↓
8

g

ーゲ
。
§

昌
σq

匡

§

昌
-仲吻窪

け.一-匡

噂
密

撃

セ
黛

ミ
§

も
§

嫡

く
目

bo
"
=
o
昌
σq
閃
8

晦
噂
お

O
◎。
噛
℃
・
μ
切
●

⑳

℃
.嘗

↓。
『
8

σq
-ぎ

器

一り
臼
§

§

-ぎ

ミ
駄
蕎
恥

ミ
§

り

目
●

出
§

σq
-

岸
8

σq
噂
μ
O
温

り
㍗

鯉

魑
吻。
房

げ

昌
。H
。。
曽

田
中

が

一
〇

八
頁

に
引

用

し
た

略

述

。

⑪

鎌

田

版
、

二

二

二
頁

十

五

行

目
-

四

=

二
頁

十

五
行

目
。

『
大

正

蔵

』

第

二

〇

一
五
番

、

四

十

一
頁

a
二
行

目
-

四

=

二
頁

a
十

七

行

目
。

⑫

『
榜
伽

経

』

の
漢

訳
者

。

㈱

僧

稠

の

こ
と

で
、

菩

提

達

摩

著

『
壁
観

』

の
論

敵

。

⑯

五

〇

〇

年

頃

を
生

き

た

宝
誌

(℃
潜
o
み
9

0
)

の

こ
と

。
拙

著

『
中

国

学

研

究

論

集
』

三

二

五
頁

ー

三

二

六
頁

を
参

照

の

こ
と

。

㈱

傅

翁

(
Mッo
口

甲
陶一.
蔭
⑩
刈
-

切
①
⑩
)

と

も

い
う
。

⑯

圭

山

は

宗

密

の

地
名

に
ち

な

ん

だ

別
名

で
あ

り

、

こ
の
著

作

目
録

を

田
中

が

「
前
掲

論

文

」

一

一

一
頁

に
完

全

収

録

し

て

い

る
。

⑰

漢

代

も

し

く

は
後

周

時

代

の
訳
、僧
一-h
8

0q

の

こ
と

か

?

⑯

『
通

報

』

一
九

七
〇

年

、

二

六

二

頁
-

二
八

六

頁

参

照
。

拙

訳

「祖

堂

集

の
世

界
」

『
花

園

大

学
研

究
紀

要

』

第

十

二

号
、

一
九

八

一
年

三
月

。

訳
者
付
記

〔引
用
及
ぶ
参
考
文
献
〕
は
、
も
と
も
と
原
文
中
に
あ

っ
た
も
の
を

訳
者

の
判
断
で
文
尾
に

一
括

し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
専
門
用
語
に

つ

い
て
は
、
沖
本
克
己
兄
に
ご
教
示
願

っ
た
。


